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市
で
は
、昨
年
８
月
に
策
定
し

た
基
本
構
想
に
基
づ
い
て
、新
庁

舎
の
建
物
配
置
計
画
案
を
５
案
作

成
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
事
例

研
究
、比
較
検
討
を
進
め
る
と
と

も
に
、市
議
会（
庁
舎
建
替
等
対
策

特
別
委
員
会
）や
市
民
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、高
校
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
計
画
案
に
つ
い
て
説
明
し
、意

見
な
ど
を
聞
い
て
３
案
ま
で
に
絞

り
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、こ
れ
ま
で
の
意
見
な

ど
か
ら
、７
つ
の
評
価
項
目（
５
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）を
設
定
し
、新
庁
舎

の
建
物
配
置
計
画
の
方
針
を
最
終

的
に
１
案（
左
ペ
ー
ジ
）に
絞
り
込

み
ま
し
た
。

　

今
後
は
、こ
の
方
針
に
基
づ
い

て
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
、パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
な
ど
を
聞
い
た
後
、今
年

12
月
末
ま
で
に
基
本
設
計
を
完
成

さ
せ
る
予
定
で
す
。基
本
設
計
の

完
成
後
に
は
、市
民
報
告
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

◆
旧
庁
舎
の
解
体

　

現
在
、解
体
工
事
の
実
施
設
計

を
策
定
中
で
す
。

　

実
施
設
計
で
解
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
解
体
費
を
確
定
し
た
上
で
、

市
議
会
に
予
算
を
要
求
し
ま
す
。

議
決
後
に
業
者
を
選
定
し
、来
年

３
月
ご
ろ
か
ら
解
体
工
事
に
着
手

す
る
予
定
で
す
。

新庁舎建設 〜「市民の安全・安心を確保し、誰もが使いやすい、環境に配慮した庁舎」へ向けて〜

◆新庁舎の平面図

２階　主要窓口フロア
生活に関わりの深い窓口を配置します。
主な手続きがこのフロアで完結します。

３階　行政執行フロア
主要窓口以外の行政機能を配置し
ます。市長室など執行部エリアもこ
のフロアです。

４階　議会フロア
議場など、議会機能を配置します。
機械室などといった設備エリアも
ここに集約します。

市
民
交
流
エ
リ
ア

市
民
交
流

エ
リ
ア

執
務
エ
リ
ア

（
主
要
窓
口
）

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
エ
リ
ア

執
務
エ
リ
ア

執
行
部

エ
リ
ア

議
会
エ
リ
ア

設備エリア
（バックヤードエリア）

Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｖ
＝
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｖ

市
民
交
流
エ
リ
ア

建物の敷地を１mかさ上げ
し、庁舎機能を２階以上に
配置することで、浸水に対
する防災機能を高めます。

１階部分をピロティー形式
の駐車場とし、周囲と合わ
せて約110台程度を確保。
建物下の駐車場からは、雨
に濡れずに庁舎に入ること
ができます。

新庁舎の
建物配置計画の方針が決まりました「市民交流エリア」は、テラ

スや待ち合いスペース、キ
ッズコーナー、売店など、
市民がくつろげるエリア。
市民の皆さんのさまざまな
交流が可能になります。

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
エ
リ
ア

１階　駐車場・市民交流エリア

今月の表紙
水俣の夜空を彩る大輪の花

荒天により１週間遅れで開催され
た今年の花火大会。会場には、打
ち上げを今か今かと待つたくさん
の人。「ヒュー、ドン」。轟音の中、
夜空に咲いた大輪の花に、見てい
た人たちの顔にも心にも、笑顔の
花が咲きました。（９月 15 日撮影）
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評価項目 新庁舎配置計画の特徴

駐車場の台数は確保できるか
（基本構想 130 台程度） 110 台程度を確保しています。

敷地を１mかさ上げするが、１mを超
える想定外の浸水対策はできるか

庁舎の主要窓口などを２階以上に配置することで、想定外の
浸水を回避する対策をとっています。

主要窓口がワンフロアで完結するか
２階フロアに、市民との関わりが深い主要窓口を配置するこ
とで、主な手続きなどをワンフロアで完結することができま
す。

駐車場は利用しやすいか
庁舎周辺の駐車場をまとまった形で確保しています。１階駐
車場（建物下部分）からは、雨に濡れず庁舎内に入ることが
できます。

主要窓口へは行きやすいか ２階の主要窓口フロアには、階段・エレベーターで上ります。
今後、エスカレーターの設置についても比較検討します。

市民交流エリアに余裕はあるか １階部分が独立して利用可能です。セキュリティー区画が明
確になるメリットもあります。

建設コストの比較

１階柱の上部に免震装置を設置する「柱頭免震構造」を採用
することで、基礎に免震装置を設置する方法と比べて、地下
の掘削と地下免震空間の建設コストを削減することができま
す。

平成30年度 31年度 32年度 33年度 34年度

基本設計

実施設計

旧庁舎解体工事

建設工事

移転 ★

外構工事

新館・秋葉会館
解体工事

◆
新
館
・
秋
葉
会
館
の
取
り
扱
い

　

新
庁
舎
建
設
後
の
再
利
用
の
可

能
性
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
検
討

し
、既
存
施
設（
新
館
、秋
葉
会
館
）

は
、新
庁
舎
供
用
開
始
以
降
に
解

体
す
る
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

○
既
存
施
設
を
改
修
す
る
場
合
と
、

　

既
存
施
設
の
解
体
面
積
分
を
新

　

庁
舎
に
増
床
す
る
場
合
に
つ
い

　

て
市
の
財
政
負
担
を
比
較
す
る

　

と
、同
等
も
し
く
は
後
者
の
ほ

　

う
が
少
な
い
こ
と
。

○
建
物
自
体
の
築
年
数
を
考
慮
す

　

る
と
、改
修
し
た
施
設
の
使
用

　

可
能
年
数
の
見
込
み
は
30
年
程

　

度
し
か
な
い
こ
と
。

○
既
存
施
設
を
解
体
し
て
一
体
的

　

に
整
備
す
る
こ
と
で
、新
庁
舎

　

建
設
後
の
駐
車
場
確
保
や
、牧

　

ノ
内
方
面
か
ら
の
交
通
の
利
便

　

性
が
確
保
で
き
る
こ
と
。

○
重
要
設
備
が
設
置
し
て
あ
る
新

　

館
と
、会
議
室
と
し
て
多
用
し

　

て
い
る
秋
葉
会
館
に
つ
い
て
は
、

　

移
転
な
ど
に
多
額
の
費
用
が
発

　

生
す
る
た
め
、解
体
は
新
庁
舎

　

の
供
用
開
始
以
降
と
し
、新
庁

　

舎
が
完
成
す
る
ま
で
は
現
状
の

　

ま
ま
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

新庁舎建設 〜「市民の安全・安心を確保し、誰もが使いやすい、環境に配慮した庁舎」へ向けて〜

◆
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

　
高
校
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

基
本
設
計
に
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

３
回
に
わ
た
っ
て
市
民
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、市
内
の
公
共

的
団
体
な
ど
の
推
薦
者
や
、公
募

市
民
な
ど
か
ら
な
る
委
員
20
人
が
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
意
見
を
出
し
合

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、７
月
27
日
に
は
、水
俣
の

将
来
を
担
う
若
い
世
代
の
意
見
な

ど
を
反
映
で
き
る
よ
う
、熊
本
県

立
水
俣
高
等
学
校
電
気
建
築
シ
ス

テ
ム
科
の
生
徒
た
ち
の
協
力
の
も

と
で
高
校
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
し
た
。

○
第
１
回（
６
月
29
日
）

テ
ー
マ「
庁
舎
全
体
の
雰
囲
気
・
イ

メ
ー
ジ
を
考
え
よ
う
」

○
第
２
回（
７
月
27
日
）

テ
ー
マ「
周
辺
環
境
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
お
う
」

○
第
３
回（
８
月
24
日
）

テ
ー
マ「
建
物
配
置
や
市
民
利
用

ス
ペ
ー
ス
等
を
考
え
て
み
よ
う
」 

※
意
見
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▲高校生ワークショップ▲市民ワークショップ

◆７つの評価項目と新庁舎配置計画の特徴

◆今後のスケジュール（ロードマップ）

※新庁舎は、平成33年10月の完成、11月の供用開始を目指し、建設工事を進める予定です。
　今後の事業の進捗は、適時、広報みなまたや市ホームページでお知らせします。
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●募集事業者数　40事業所（申し込み多数の場合は抽選）
●申し込み資格　○水俣・芦北地域に事業所・事務所がある事業者
　　　　　　　　○事前説明会へ参加できる事業者
　　　　　　　　○終了後のアンケート調査などに協力できる事業者
●申し込み期間　〜 11月 16日㈮
●申し込み方法　申込書に必要事項を記入して、メールで申し込んでください。
　　　　　　　　申込書は市ホームページからダウンロードできます。
●申し込み先メールアドレス　shigotohakkenn@gmail.com

【水俣会場】
●日時　11月１日㈭　15:30 〜 16:30
●場所　水俣環境アカデミア１階ラウンジ

【芦北会場】
●日時　10月 30日㈫　15:30 〜 16:30
●場所　芦北町役場３階大会議室

どちらの会場でも参加できますが、事前に申し込みが必要です。
開催前には、参加が確定した事業者向けの説明会を別途開催します。

しごと発見塾
水俣・芦北の高校３校が協力して開催

地元の高校生に
自社の「しごと」をアピールしませんか？

　水俣・芦北の高校が協力して、水俣・芦北地域の事業所が高校生へ自社の仕事の魅力を伝える「しご
と発見塾」を開催します。水俣・芦北地域の高校に通う高校１年生約２５０人とその保護者が参加します。
求人を目的としたものではありません。

募集に関する事前説明会を開催します

■問い合わせ　
　水俣高校進路指導部☎63–1285
　芦北高校進路部☎82–2658
　芦北支援学校進路部☎61–3303
　市経済観光課☎61–1628

平成31年

２月22 日㈮ 

14時〜17時

芦北高校体育館

①ストローやキャップ、フィルムなど
　は外す。

②容器の中を洗う。洗いにくいとき
　は、ハサミで切って洗う。

③かさばらないよう、開くか容器を
　つぶす。

④容器の中が銀色の容器と、白い容
　器に分けて出す。

11 月から

「飲料等パック」
がリサイクルできるようになります

全ての

　

今
ま
で
牛
乳
パ
ッ
ク
を
含
む

「
飲
料
等
紙
パ
ッ
ク
」
は
燃
や
す

ご
み
の
日
に
燃
や
す
ご
み
と
し
て

出
し
て
い
ま
し
た
が
、
11
月
か
ら

全
て
の
「
飲
料
等
紙
パ
ッ
ク
」
が

資
源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ

ま
す
。（
月
１
回
の
全
品
目
の
日
）

　

牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
、ジ
ュ
ー
ス
、ア
ル
コ
ー

ル
類
な
ど
、
紙
製
の
容
器
で
「
紙

パ
ッ
ク
」、「
紙
」
の
マ
ー
ク
が
入

っ
て
い
る
も
の
は
、全
て
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

中
が
白
い
容
器
と
、
中
が
銀
色

の
容
器
、
二
種
類
の
分
別
札
を
用

意
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
事

業
所
の
場
合
も
分
け
て
搬
入
し
て

　

可
燃
ご
み
の
中
で
紙
が
約
50

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
分
別
す
る

こ
と
で
、
可
燃
ご
み
の
量
が
減

り
、
焼
却
費
用
が
削
減
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
資
源
化
率
が
ア
ッ
プ
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
昨
年
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

は
41
・
６
％
で
し
た
。
牛
乳
パ
ッ

ク
は
次
の
場
所
で
も
回
収
し
ま
す
。

皆
さ
ん
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
水
俣
市
役
所
仮
庁
舎

○
図
書
館

○
も
や
い
館

○
愛
林
館

○
お
れ
ん
じ
館

○
水
光
社
本
店
・
各
分
店

○
エ
ム
ズ
シ
テ
ィ

◆
生
活
協
同
組
合
く
ま
も
と
水
光

社
で
は
、
毎
年
回
収
さ
れ
た
牛
乳

パ
ッ
ク
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
水
俣
市
、
津

奈
木
町
の
小
中
学
校
へ
寄
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
写
真
）
市
役
所
仮
庁
舎
に
設
置

し
て
い
る
牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
ボ
ッ

ク
ス
。
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
隣

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

■問い合わせ　
　市環境クリーンセンター☎︎６２ー４１０１

く
だ
さ
い
。　

　

容
器
と
一
体
に
な
っ
て
い
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
注
ぎ
口
は
、
左

の
写
真
の
と
お
り
、
は
さ
み
で
取

り
外
す
な
ど
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

★
ご
み
の
正
し
い
分
別
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

「飲料等パック」の出し方

「紙パック」「紙」のマークが入ってい
るものは全てが対象です。

参加事業所を募集します
参加
無料
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まちのわだい

まちのわだい

▲鬼塚さんとの思い出を語る田辺広喜さん（右奥）

鬼塚巌さん企画展の開始に合わせ
水俣病資料館でトークイベント

8/25

　

チ
ッ
ソ
の
元
従
業
員
で
、当
時
の

水
俣
を
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
や
写
真

で
記
録
し
続
け
た
故
・
鬼
塚
巌
さ

ん
の
作
品
を
集
め
た
企
画
展「
お

る
が
水
俣
︱
鬼
塚
巌
展
︱
」が
、水

俣
病
資
料
館
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、鬼
塚
さ
ん
と
共
に

活
動
し
た
元
同
僚
、田
辺
広
喜
さ

ん（
千
葉
県
）を
招
い
て
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、鬼
塚
さ
ん
の
人

と
な
り
や
思
い
出
を
振
り
返
り
ま

し
た
。

　

企
画
展
は
、12
月
28
日
ま
で
開

か
れ
て
い
ま
す
。

水高生が留学生などと交流
「国際交流カフェ in みなまた」

　

市
は
、ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
で
あ
る
水
俣
高
校
へ
の
支

援
の
一
つ
と
し
て
、「
国
際
交
流
カ
フ

ェ in 

み
な
ま
た
」を
開
き
ま
し
た
。

　

外
国
語
を
母
国
語
と
す
る
人
た

ち
と
の
交
流
を
通
し
て
国
際
的
な

理
解
を
深
め
、英
語
を
使
っ
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ

と
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
中
高
生
や
県
内
の
留
学

生
、Ａ
Ｌ
Ｔ
な
ど
約
１
０
０
人
が
参

加
し
て
、ゲ
ー
ム
や
会
食
の
他
、英
語

で
の
市
内
の
名
所
案
内
な
ど
を
行
い
、

実
践
的
な
英
語
で
の
交
流
を
楽
し

み
ま
し
た
。

8/23

▲湯の児の海を背に記念撮影。すっかり打ち解けた

水俣川で身近な自然に触れて
夏休みの思い出づくり

　

小
崎
公
園
周
辺
の
水
俣
川
で
、子

ど
も
た
ち
が
川
の
自
然
に
触
れ
る

催
し
を
、Ｊ
Ｎ
Ｃ
㈱
と
水
俣
川
漁
協

が
協
力
し
て
開
き
、親
子
連
れ
な
ど

約
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、川
遊
び
を
楽
し
み
な

が
ら
、ア
ユ
の
投
網
漁
や
テ
ナ
ガ
エ

ビ
漁
を
体
験
。川
辺
の
特
設
プ
ー
ル

で
は
ニ
ジ
マ
ス
が
放
た
れ
、子
ど
も

た
ち
が
び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ
て
歓

声
を
上
げ
な
が
ら
、つ
か
み
取
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
行
わ

れ
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
素
敵
な

夏
休
み
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

8/25

▲元気なお魚、捕まえた！と思ったら、おっとっと

水俣の情景を歌ったオリジナルソングで
チャリティーコンサート

8/25

　

市
内
を
中
心
に
活
動
す
る
ア
マ

チ
ュ
ア
フ
ォ
ー
ク
バ
ン
ド「
花
い
ち

も
ん
め
」が
、も
や
い
館
で
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
募
金
箱
が
設
置
さ
れ
、

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は（
公
社
）24
時

間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
委
員
会

を
通
じ
て
、福
祉
や
環
境
、災
害
支

援
な
ど
、社
会
の
た
め
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、水
俣
の
情
景

を
歌
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
中
心

に
13
曲
が
披
露
さ
れ
、集
ま
っ
た
観

客
か
ら
は
、１
曲
ご
と
に
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

手作りのお祭りで地域と交流
まどか園で夏まつり

　

ま
ど
か
園
で
、「
地
域
交
流
ま
ど

か
夏
祭
り
」
が
開
か
れ
、
た
く
さ
ん

の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
施
設
の
利
用

者
と
地
域
住
民
の
交
流
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
今
年
で
18
回
目
で
す
。

　

会
場
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

に
よ
る
出
店
が
並
び
、
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
水
俣
高
校
書
道
部
に
よ
る
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
踊
り
、
太
鼓
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
に
ぎ
や
か

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
に
は
抽
選
会
も
行
わ

れ
、
当
選
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る

た
び
に
、
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か

ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

8/26

長年にわたり教育振興に尽力
藤田享さんに瑞宝双光章

　

藤
田
享
さ
ん（
古
城
）
が
瑞
宝
双

光
章
を
受
章
し
、
こ
の
日
、
市
役
所

で
勲
章
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

藤
田
さ
ん
は
、
昭
和
28
年
に
市
立

袋
中
学
校
の
教
員
と
し
て
着
任
し
て

以
来
、
生
徒
に
寄
り
添
い
、
地
域
と

協
力
し
て
教
育
活
動
に
尽
力
。
在
任

中
に
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
の
研
修
室

主
任
と
し
て
教
員
の
育
成
に
も
取
り

組
ん
だ
他
、
平
成
４
年
に
退
職
す
る

ま
で
に
県
内
３
つ
の
中
学
校
で
校
長

を
務
め
ま
し
た
。
退
職
後
に
は
市
社

会
教
育
指
導
員
、
市
社
会
教
育
委
員

と
し
て
も
活
動
し
、
教
育
の
発
展
に

大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

8/30

▲勲章の伝達を受けた藤田享さん（中央）

久木野小の子どもたちが
体験を通して海の安全を学ぶ

　

身
近
に
海
と
触
れ
合
う
機
会
の
少

な
い
久
木
野
小
学
校
の
全
校
生
徒
が
、

百
間
港
で
、熊
本
県
海
難
救
助
隊
の

指
導
を
受
け
て
、海
の
安
全
を
学
び

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、ク
イ
ズ
形
式
で
海

や
船
の
安
全
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
身
に
つ
け
て
百

間
港
か
ら
湯
の
児
ま
で
の
航
海
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

港
に
戻
っ
た
後
に
は
、ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
と
ロ
ー
プ
を
組
み
合
わ
せ
た
救
命

具
で
、溺
れ
た
人
を
想
定
し
た
海
難

救
助
に
も
挑
戦
。み
ん
な
、真
剣
な
表

情
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

▲今助けるよ！ ペットボトルで作った救命具を体験

8/25

宇宙の不思議を身近に体験
県環境センターで星空観察会

9/1

　

県
環
境
セ
ン
タ
ー
が
、熊
本
県

民
天
文
台
台
長
・
艶
島
敬
昭
さ
ん

を
講
師
に
招
い
て「
星
空
観
察
会
」

を
開
き
、親
子
連
れ
な
ど
約
50
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

艶
島
さ
ん
は
、月
や
惑
星
、星
空
、

観
察
機
器
な
ど
に
つ
い
て
解
説
や

ク
イ
ズ
で
伝
え
た
他
、望
遠
鏡
を
通

し
て
カ
メ
ラ
や
携
帯
電
話
で
星
を

撮
影
す
る
方
法
を
紹
介
。参
加
者

は
、普
段
触
れ
る
機
会
の
少
な
い

本
格
的
な
天
体
望
遠
鏡
を
興
味
深

そ
う
に
の
ぞ
い
て
は
、天
体
観
測
の

こ
つ
な
ど
、盛
ん
に
質
問
を
し
て
学

ん
で
い
ま
し
た
。

▲模型を使って地球の自転について説明する艶島さん
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まちのわだい

まちのわだい

熊本発、みなまた和紅茶行き
初めての体験バスツアーが催行

　

全
国
地
紅
茶
サ
ミ
ッ
トin

み
な

ま
た
実
行
委
員
会
に
よ
る
、
み
な

ま
た
和
紅
茶
の
生
産
工
程
を
体
験

す
る
熊
本
市
発
の
バ
ス
ツ
ア
ー
が

初
め
て
企
画
さ
れ
、
九
州
産
交
㈱

が
運
行
し
、
熊
本
市
な
ど
か
ら
34

人
が
湯
の
鶴
地
区
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、同
実
行
委
の「
紅

茶
四
天
王
」
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
茶
摘
み
や
茶
も
み
を
体
験
。

そ
の
後
は
、
茶
葉
を
使
っ
た
特
製

ラ
ン
チ
や
紅
茶
の
お
い
し
い
入
れ

方
教
室
、
特
設
の
紅
茶
足
湯
な
ど

で
み
な
ま
た
和
紅
茶
を
満
喫
し
ま

し
た
。

9/16
300年の歴史を持つ沖縄の伝統芸能

「組踊」特別鑑賞会
9/8

　

市
は
、
市
文
化
会
館
で
、
沖
縄
の

伝
統
芸
能「
組
踊
」
の
特
別
鑑
賞
会

を
開
き
、
約
６
０
０
人
が
訪
れ
ま
し

た
。「
組
踊
」
は
、
沖
縄
が
琉
球
王

国
だ
っ
た
約
３
０
０
年
前
に
、
中
国

か
ら
の
使
者
を
も
て
な
す
た
め
に
初

め
て
演
じ
ら
れ
た
歌
舞
劇
で
、
国
の

重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
ユ

ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
と
し
て
も

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

舞
台
は
、
琉
球
言
葉
の
せ
り
ふ
と

歌
に
踊
り
を
組
み
合
わ
せ
て
演
じ
ら

れ
、
独
特
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
美
し

い
所
作
と
沖
縄
特
有
の
音
楽
が
、
参

加
者
の
目
と
耳
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

▲上演された「護佐丸敵討」の一場面

茶の葉をもんで紅茶を作ったよ♪
袋小学校で茶もみ体験・試飲

9/8

　

袋
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、同
校
の

４
年
生
を
対
象
に
、み
な
ま
た
和

紅
茶
の
茶
も
み
と
飲
み
比
べ
を
体

験
す
る
催
し
を
開
き
ま
し
た
。

　

講
師
は
、水
俣
・
芦
北
の
和
紅
茶

生
産
者「
紅
茶
四
天
王
」。子
ど
も

た
ち
は
、紅
茶
と
緑
茶
の
作
り
方

の
違
い
な
ど
を
学
ん
だ
後
、実
際

に
茶
の
葉
を
も
ん
で
紅
茶
づ
く
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、生
産
者
そ
れ
ぞ
れ
の

紅
茶
を
飲
み
比
べ
た
り
、お
い
し
い

入
れ
方
を
学
ぶ
な
ど
、体
験
を
通

し
て
水
俣
自
慢
の
和
紅
茶
を
味
わ

い
ま
し
た
。

▲茶もみを体験。とってもいい香りがするよ♪

九州の踊り手たちが熱く舞う
みなまたYOSAKOI 祭り

　

み
な
ま
た
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭

り
が
、熊
本
中
央
信
用
金
庫
駐
車

場
を
は
じ
め
市
内
３
会
場
で
開
か

れ
、水
俣
の
２
チ
ー
ム
を
含
む
、九

州
各
地
の
36
団
体
、３
５
０
人
以

上
が
集
ま
り
ま
し
た
。こ
の
祭
り

は
同
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ

て
、地
元
企
業
な
ど
の
協
力
に
よ

り
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、今

回
で
11
回
目
で
す
。

　

参
加
し
た
各
地
の
チ
ー
ム
は
３

つ
の
会
場
を
巡
り
な
が
ら
、熱
の

こ
も
っ
た
演
舞
を
披
露
。観
覧
に

訪
れ
た
人
た
ち
は
、拍
手
や
手
拍

子
で
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

▲残暑も吹き飛ばすような、力強い演舞！

9/2
まちの今と未来を考える
水俣商工会議所青年部「みなまた未来塾」

　

水
俣
商
工
会
議
所
青
年
部
が
、

「
み
な
ま
た
の
未
来
」を
テ
ー
マ
に

し
た
髙
岡
市
長
・
小
林
副
市
長
と
の

座
談
会「
み
な
ま
た
未
来
塾
」を
開

き
ま
し
た
。ま
ち
の
課
題
を
明
ら
か

に
し
、そ
の
解
決
の
方
法
や
将
来
へ

の
展
望
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
こ

と
を
目
的
に
、初
め
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　

座
談
会
は
、同
青
年
部
が
会
員
か

ら
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
集
め

た
ま
ち
の
課
題
に
関
す
る
回
答
を

基
に
、「
地
域
経
済
」と「
人
口
減
少
」

と
い
う
２
つ
の
テ
ー
マ
で
進
め
ら
れ
、

盛
ん
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

9/3

▲まちの課題と目指す未来について活発に意見交換

　

水
俣
市
内
の
３
団
体
が
、「
熊
本

県
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
、こ
の
日
、そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
か
ら
代
表
者
が
市
役

所
を
訪
れ
、髙
岡
市
長
に
受
賞
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

市
立
水
俣
第
二
中
学
校
は
、平

成
23
年
度
か
ら
、３
年
生
を
対
象

に
、福
祉
教
育
の
一
環
と
し
て
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
継
続

し
て
実
施
。福
祉
施
設
や
独
居
高

齢
者
宅
へ
の
訪
問
な
ど
を
通
し
た

福
祉
体
験
学
習
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

㈾
君
島
タ
ク
シ
ー
は
、高
齢
者

と
接
す
る
機
会
も
多
い
業
種
で
あ

る
こ
と
か
ら
、平
成
22
年
度
か
ら

全
従
業
員
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
受
講
を
進
め
、利
用
者

の
移
送
だ
け
を
目
的
と
せ
ず
、見

守
り
の
意
識
を
持
っ
た
業
務
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

生
活
協
同
組
合
く
ま
も
と
は
、

平
成
21
年
度
か
ら
従
業
員
の
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
受
講
に
取
り

組
み
始
め
、今
年
６
月
時
点
で
パ
ー

ト
を
含
む
全
従
業
員
の
約
75
％
が

受
講
済
み
で
す
。接
客
や
配
達
業

務
な
ど
を
通
し
て
高
齢
者
と
接
す

る
機
会
も
多
く
、高
い
見
守
り
意

識
を
持
っ
て
業
務
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。

水俣第二中学校、㈾君島タクシー、生活協同組合くまもとの３団体を
県が「認知症になっても安心して暮らせるまちづくり」功労者として表彰

9/14

▲（写真左）水俣第二中学校、（写真中央）㈾君島タクシー、（写真右）生活協同組合くまもと

湯の児の水面を鮮やかに照らす
水俣花火大会 in 湯の児

　
（
一
社
）
み
な
ま
た
観
光
物
産
協

会
と
実
行
委
員
会
が
、
湯
の
児
温

泉
護
岸
で
花
火
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
33
連
発
の
尺
玉
や
名
物
の

水
中
花
火
な
ど
、
多
彩
な
花
火
が

夜
空
と
水
面
を
彩
り
ま
し
た
。
当

初
は
９
月
８
日
に
開
催
す
る
予
定

で
し
た
が
、
荒
天
の
た
め
に
、
１

週
間
延
期
し
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
多
く
の
出
店
が
並
ん

だ
他
、
太
鼓
や
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン

ド
な
ど
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
、
花
火
の
後
は
抽
選
会

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

9/15

▲新鮮な茶の葉をもむと、爽やかな香りが立ち上る
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★
地
域
づ
く
り
活
動
な
ど

を
応
援
し
ま
す

　
（
公
財
）
水
俣
・
芦
北
地
域
振

興
財
団
で
は
、
地
域
の
産
業
の
振

興
に
関
す
る
事
業
や
地
域
住
民
な

ど
の
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
活
動

な
ど
に
対
し
て
、
水
俣
・
芦
北
地

域
振
興
計
画
に
基
づ
く
地
域
振
興

事
業
と
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
助
成
対
象　

原
則
、
市
内
に
事

務
所
を
置
く
団
体

■
対
象
と
な
る
事
業

①
地
域
の
産
業
振
興
に
関
す
る
も

　

の
②
地
域
住
民
な
ど
の
自
主
的
な
地

　

域
づ
く
り
活
動
に
関
す
る
も
の

③
地
域
の
再
生
・
振
興
に
関
す
る

　

も
の

■
助
成
額　

事
業
費
の
一
部
で

４
０
０
万
円
以
内

■
実
施
期
間　

平
成
31
年
４
月
１

日
〜
平
成
32
年
３
月
13
日

■
申
込
締
切
日　

11
月
30
日
㈮

※
水
俣
・
芦
北
地
域
振
興
計
画
に

基
づ
く
地
域
振
興
事
業
と
し
て
助

成
し
ま
す
。

■
申
し
込
み　

総
務
課
☎︎
61
・

１
６
０
７ 地

域
を
元
気
に
す
る
活
動
を
応
援
し
ま
す

（
公
財
）水
俣
・
芦
北
地
域
振
興
財
団
の
助
成
事
業

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
☎
61
・
１
６
０
７

団　体 取り組み内容
水俣市飲食業同業組合 水俣フードフェスティバルの開催
全国地紅茶サミット in みなまた実行委員会 みなまた和紅茶ブランドの推進
株式会社オレンジヒルズ オリーブ福祉農園の開園　
水俣市地域婦人会連絡協議会 みんなで楽しく健康寿命をのばそう会の実施
公益財団法人水俣市振興公社 もやい直し事業「鎌田實講演会」

一般社団法人みなまた観光物産協会 ①マリンアクティビティを活用した交流人口増加対策
②南九州西回り自動車水俣 IC 開通に向けた「観・食・物」情報発信

からたち 不知火海の魅力体感・SUP 体験会の開催

みなまたハートリレー みなまたハートリレーマルシェ事業の立ち上げ、水俣の特産品の県
南中山間地域への販売促進事業

水俣芦北広域地域団体やまびこ 過疎地域におけるイベント運営による交流人口の拡大と地域の PR
みなまたエコタウン協議会 みなまたエコタウン事業紹介 DVD 作成

■平成 30 年度は 10 団体が地域の活性化につながる取り組みを実施中

　
（
公
財
）
水
俣
・
芦
北
地
域
振

興
財
団
で
は
、
環
境
配
慮
型
の
研

究
開
発
な
ど
を
行
う
事
業
に
対
し
、

費
用
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

○
水
俣
市
・
葦
北
郡
で
事
業
を
行

　

う
株
式
会
社
、
そ
の
他
法
人

○
当
該
地
域
に
所
在
す
る
法
人
と

　

連
携
し
て
事
業
を
行
う
大
学
、

　

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校

■
助
成
対
象
事
業

①
環
境
に
対
す
る
負
荷
の
軽
減
に

　

資
す
る
環
境
配
慮
型
の
先
端
技

　

術
の
研
究
開
発
事
業

②
水
俣
市
・
葦
北
郡
を
中
心
と
す

　

る
地
域
で
環
境
配
慮
型
の
研
究

　

開
発
を
促
進
す
る
事
業

【
参
考
】
平
成
30
年
度
実
施
事
業

○
海
域
の
環
境
調
査
研
究
な
ど
に

　

よ
り
、
カ
キ
の
養
殖
環
境
の
最

　

適
化
を
図
り
、
環
境
調
和
型
漁

　

業
の
確
立
を
図
る
事
業

○
先
端
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
か

　

ん
き
つ
加
工
副
産
物
か
ら
健
康

　

機
能
成
分
を
抽
出
し
、
高
付
加

　

価
値
の
商
品
を
開
発
す
る
事
業

■
助
成
要
件

①
事
業
財
源
に
国
・
県
か
ら
の
助

　

成
金
な
ど
を
含
ま
な
い
こ
と

②
生
産
目
的
の
設
備
投
資
、
仕
入

　

れ
な
ど
営
利
活
動
で
な
い
こ
と

③
審
査
委
員
会
、
財
団
理
事
会
で

　

適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の

■
申
請
期
間

○
１
次
募
集　

11
月
６
日
㈫
～
平

　

成
31
年
１
月
４
日
㈮

○
２
次
募
集　

平
成
31
年
１
月
11

　

日
㈮
〜
３
月
１
日
㈮

※
１
次
募
集
で
締
め
切
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。　

★
説
明
会
を
行
い
ま
す

■
日
時　

10
月
30
日
㈫　

14
時
～

15
時
30
分

■
場
所　

芦
北
地
域
振
興
局
１
階

会
議
室

※
参
加
す
る
場
合
は
、
10
月
23
日

㈫
ま
で
に
財
団
事
務
局
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
提
出　

経
済
観
光
課
☎︎

61
・
１
６
２
８

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
・
芦
北
地

域
振
興
財
団
事
務
局
（
熊
本
県
環

境
政
策
課
内
）
☎︎
０
９
６
・
２
８
３
・

８
８
８
１　

★
平
成
31
年
度
環
境
技
術
研
究
開
発

助
成
事
業
の
募
集
を
行
い
ま
す

■過去の助成例

平成 31 年度〜（案） 現行

奨励金
交付額

国際大会　５万円／人
（団体上限　50 万円）

国際大会　規定なし
（市長が必要と認める金額）

全国大会　２万円／人
（団体上限　20 万円）

全国大会　１万円／人
（団体上限　10 万円）

九州大会以上　１万円／人
（団体上限　10 万円）

九州大会以上　５千円／人
（団体上限　５万円）

大会

開催地 開催地を問わず全額 開催地によって減額（県内は対象外など）

主催者 主催者を問わず全額 地方公共団体・日本体育協会主催以外は
半額

出場条件 推薦の場合でも全額 推薦の場合は半額
交付時期 大会前（大会後も可） 大会後（実績報告後）
顕彰（横断幕など
制作費補助）

１大会につき１万５千円
設置場所の無償提供を企業などへ依頼 １大会につき１万円

★寄附金のお願い
　本事業を地域社会全体で支えるため、寄附のご協力をよろしくお願いします。 寄附金は、10 月１
日から受け付けます。寄附の方法など詳細については、問い合わせてください。

★スポーツ大会出場者への奨励金交付および顕彰（拡充する内容など）

水俣市スポーツキッズサポーター基金
スポーツを通した子どもたちの健全育成を推進する

　企業および団体、個人からの寄附金などを基金として積み立てて管理し、スポーツを通した子どもたちの健
全育成を図るために必要な事業へ活用する「水俣市キッズサポーター基金」を創設しました。事業は平成 31
年度から実施予定です。

➡
地域で支える子どもたちの健全育成

■問い合わせ　水俣市教育委員会スポーツ振興課（市立総合体育館内）☎６３ー９３１１

➡➡

➡
水俣市スポーツキッズサポーター基金
（水俣市、水俣市教育委員会、運営委員会）

寄附者（企業、団体、個人）

社会体育クラブ
（子ども、保護者、指導者など）

社会体育クラブ
（子ども、保護者、指導者など）

☝☝

☝ ☝

☝

☝寄附金
など

横断幕など設置
場所無償提供

寄附金
など

横断幕など制作費
補助、設置場所仲介

大会出場
奨励金（下表）

活動奨励金
（年１万円／団体）

➡

➡

継
続
支
援

活
動
報
告

➡☝※小・中学生のみ

登録
情報共有

交流

みなまた和紅茶の茶
摘み体験

（平成 30 年度）

か ら た ち の SUP
体験会

（平成 30 年度）

関連事業
○トップアスリート誘致事業
○指導者など育成事業
○交流会の実施

市役所からお知らせです市役所からお知らせです
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平
成
31
年
度
水
俣
市
奨
学
生

（
給
付
型
・
貸
付
型
）
募
集

　

能
力
が
あ
り
な
が
ら
経
済
的
理

由
で
就
学
が
困
難
な
人
に
、
奨
学

金
を
給
付
も
し
く
は
貸
し
付
け
ま

す
。
予
約
制
で
、
申
し
込
み
時
点

で
進
学
先
の
大
学
な
ど
が
決
定
し

て
い
な
く
て
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※
申
込
期
間
を
過
ぎ
て
の
募
集
は

行
い
ま
せ
ん
。

★
共
通
事
項

■
資
格　

次
の
条
件
を
全
て
満
た

す
人

○
水
俣
市
に
３
年
以
上
在
住
し
て

　

い
る
人
の
被
扶
養
者

○
学
業
成
績
が
優
秀
か
つ
心
身
共

　

に
健
全
で
あ
る
こ
と

○
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

　

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

■
申
込
書
配
布
期
間　

～
10
月
31

日
㈬

■
申
込
書
配
布
場
所　

市
教
育
委

員
会
教
育
総
務
課
（
水
俣
市
公
民

館
分
館
２
階
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.
city.m

inam
ata.lg.jp

■
申
込
締
切
日　

11
月
５
日
㈪

★
給
付
型
水
俣
市
奨
学
金

　
「
松
本
眞
一
同
朋
奨
学
金
」

■
対
象　

平
成
31
年
４
月
に
高
等

専
門
学
校
４
年
に
進
級
（
編
入
を

含
む
）
ま
た
は
専
修
学
校
専
門
課

程
、短
期
大
学
、大
学
に
進
学
す
る
、

進
学
の
目
的
・
目
標
を
有
し
た
学

習
意
欲
の
高
い
人（
平
均
評
定
４
・

５
以
上
を
基
準
と
す
る
）。

※
申
請
時
に
自
己
推
薦
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。
年
度
ご
と
に
活
動

報
告
書
の
提
出
が
課
さ
れ
ま
す
。

■
定
員　

４
人
程
度

■
給
付
額　

月
額
２
万
円

★
貸
付
型
水
俣
市
奨
学
金

■
対
象　

平
成
31
年
度
に
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

高
等
課
程
、
専
修
学
校
専
門
課
程
、

短
期
大
学
、
大
学
、
大
学
院
に
在

学
予
定
で
あ
る
人
。

※
専
修
学
校
に
つ
い
て
は
文
部
科

学
大
臣
が
指
定
す
る
学
校
に
限
る

■
奨
学
金
の
額
（
月
額
）

▼
高
等
学
校　

１
万
円
以
内

▼
専
修
学
校
高
等
課
程　

１
万
円

　

以
内

▼
高
等
専
門
学
校　

１
〜
３
年

　

１
万
円
以
内
／
４
年
・
５
年　

　

１
万
５
千
円
以
内

▼
専
修
学
校
専
門
課
程　

３
万
円

　

以
内

▼
短
期
大
学　

３
万
円
以
内

▼
大
学　

３
万
円
以
内

▼
大
学
院　

３
万
円
以
内

■
返
還
の
方
法　

卒
業
の
１
年
後

か
ら
貸
付
期
間
の
２
倍
の
期
間
内

で
月
賦
返
還

★
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
人
へ

　

奨
学
金
の
貸
し
付
け
・
給
付
が

２
年
目
以
降
の
人
は
、
次
の
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
平
成
30
年
度
の
成
績
証
明
書

○
平
成
31
年
度
の
在
籍
証
明
書

■
提
出
締
切
日　

平
成
31
年
４
月

19
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
総

務
課
☎
61
・
１
６
３
８

平
成
30
年
度

水
俣
市
戦
没
者
追
悼
式

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
市
内
戦

没
者
の
慰
霊
行
事
と
し
て
、
水
俣

市
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
４
日
㈭　

10
時
〜

※
９
時
50
分
ま
で
に
入
場
し
て

く
だ
さ
い
。

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
も
や
い

ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
☎︎
61
・

１
６
４
０

特
設
合
同
行
政
相
談
を

行
い
ま
す

　

10
月
15
日
㈪
か
ら
21
日
㈰
ま
で

行
政
相
談
週
間
が
全
国
一
斉
に
展
開

さ
れ
、水
俣
市
で
も
特
設
合
同
行
政

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。行
政
に

対
す
る
意
見
や
要
望
、心
配
事
、人

権
相
談
な
ど
何
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

※
10
月
の
定
例
行
政
相
談（
毎
月

10
日
と
20
日
に
開
催
）は
休
み
で
す
。

■
日
時　

10
月
19
日
㈮　

９
時
30

分
～
12
時
30
分

■
場
所　

も
や
い
館
２
階
ふ
れ
あ

い
広
場

■
相
談
員

○
行
政
相
談
委
員　

荒
木
公
子
さ
ん
、

　

草
野
武
雄
さ
ん

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

砂
月
德
夫
さ
ん

○
人
権
擁
護
委
員　

田
中
孝
典
さ
ん

○
税
理
士　

福
山
勲
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
☎︎
61
・

１
６
５
６

市役所から
お知らせです防災行政無線の戸別受信機を無料で配布しています。

申請・問い合わせは危機管理防災課☎６１−１６０４まで

nformationＩ

奨
学
金

戦
没
者
追
悼
式

相
談

介
護
者
に
手
当
を
支
給
し

ま
す

　

高
齢
の
要
介
護
者
を
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
人
に
手
当
を
支
給
し

ま
す
。

■
対
象
者　

日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
満
65
歳

以
上
の
寝
た
き
り
（
介
護
保
険
の

要
介
護
４
も
し
く
は
５
相
当
）
ま

た
は
認
知
症
（
認
知
症
高
齢
者
の

日
常
生
活
自
立
度
４
以
上
）
の
高

齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人

■
支
給
額　

要
介
護
者
１
人
に
つ

き
年
額
５
万
円

■
受
給
資
格　

本
市
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
、
基
準
日
（
10
月

１
日
）
ま
で
の
１
年
間
在
宅
で
対

象
者
の
介
護
を
し
た
人
な
ど

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
申
請
方
法　

い
き
い
き
健
康
課

に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
、
押
印
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
要
介
護
者
が
寝
た
き

り
の
場
合
は
、
介
護
保
険
被
保
険

者
証
の
写
し
、
認
知
症
高
齢
者
の

場
合
は
診
断
書
の
添
付
が
必
要
で

す
。

■
申
請
期
限
日　

10
月
31
日
㈬　

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
健
康

課
☎︎
63
・
３
０
５
１

住
宅
の
耐
震
対
策
費
用
の

一
部
を
市
が
補
助
し
ま
す

　

戸
建
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進

事
業
の
募
集
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

■
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
の
流
れ

○
耐
震
診
断
※
→
①
耐
震
補
強
設

　

計
→
②
耐
震
改
修
工
事
も
し
く

　

は
③
建
替
え
工
事

○
④
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
工
事

※
耐
震
診
断
に
つ
い
て
は
、
県
の
支

援
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

熊
本
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
６
・
３
８
５
・
０
７
７
１
）
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
の
概
要　

下
表
の
と
お
り

■
申
込
締
切
日　

11
月
30
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
☎︎

61
・
１
６
２
１

①耐震補強
設計

②耐震改修
工事

③建替え
工事

④耐震シェルター
工事

対象者 補助対象住宅の所有者で、市税を滞納していない人

対象住宅

市内で次の全てに該当する住宅
（1）人が住んでいる戸建て木造住宅で３階以下のもの
（2）昭和56年５月31日以前に着工したもの、または平成28年熊
　   本地震で被災したことが確認できるもの

（3）耐震診断の結果、上部構造評点が 1.0 未満と評価されたもの

市内で次の全てに該当する住宅
（1）人が住んでいる戸建て木造住宅で３階以下のもの
（2）昭和56年５月31日以前に着工したもの、または平
　　成28年熊本地震で被災したことが確認できるもの
　　（昭和56年６月１日以降に着工したものでも、耐震
　　診断の結果、上部構造評点が１. ０未満と評価され
　　たら補助の対象となります）

補助率
（上限額）

２／３
（23 万２千円）

耐震改修工事費
１／２(80万円）
耐震改修工事監理費
２／３(11万６千円 )

23％
（60 万円）

１／２
（20 万円）

募集戸数 各１戸程度

表　補助の概要（戸建て木造住宅）

介
護

住
宅
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市役所から
お知らせです

nformationＩ
消防団員を募集しています！
応募・問い合わせは、危機管理防災課 危機管理防災室（☎ 61-1604）まで

健
康

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

　

対
象
者
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
に

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
た
こ
と
が
な
い
人
は
、
個

人
負
担
金
２
６
０
０
円
で
接
種
が

で
き
ま
す
。
予
診
票
は
個
別
予
防

接
種
委
託
医
療
機
関
に
置
い
て
あ

り
ま
す
。
接
種
の
前
に
医
療
機
関

に
予
約
を
行
い
、
平
成
31
年
３
月

末
ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象

○
表
１
の
生
年
月
日
に
当
て
は
ま

　

る
人

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、心
臓
・

　

腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
や
免
疫

　

の
機
能
に
障
が
い
が
あ
る
人

■
委
託
医
療
機
関　

表
２
参
照

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
健
康

課
（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎︎
62
・

３
０
２
８

流
行
前
の
予
防
の
基
本
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
基
本

は
「
栄
養
・
睡
眠
を
十
分
に
と
る
」、

「
外
出
時
の
マ
ス
ク
着
用
や
帰
宅

時
の
う
が
い
、
手
洗
い
」
と
併
せ

て
行
う
「
流
行
前
の
予
防
接
種
」

で
す
。
12
月
上
旬
ま
で
の
接
種
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

次
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
市

の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

■
助
成
対
象（
入
院
中
も
含
む
）

①
65
歳
以
上
の
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
身
体
障

　

害
者
手
帳
１
級
（
内
臓
疾
患
）

　

に
相
当
す
る
人
（
市
か
ら
事
前

　

に
通
知
し
て
い
ま
す
。
対
象
者

　

で
通
知
が
届
い
て
い
な
い
人
は

　

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

③
中
学
生
以
下
の
人

※
①
〜
③
の
対
象
者
で
生
活
保
護

世
帯
の
人
は
、
申
請
に
よ
り
個
人

負
担
金
の
減
免
が
で
き
ま
す
。
病

院
に
予
約
を
す
る
前
に
市
保
健
セ

ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
個
人
負
担
金　

１
回
千
円

■
助
成
期
間　

10
月
１
日
㈪
〜
12

月
31
日
㈪

■
接
種
方
法　

①
・
②
の
人
は
１

回
、
③
の
人
は
年
齢
に
応
じ
て
１

～
２
回
接
種
。

■
委
託
医
療
機
関　

表
２
参
照

※
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
直
接

委
託
医
療
機
関
に
電
話
で
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

※
市
外
の
医
療
機
関
で
の
接
種
を

希
望
す
る
場
合
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
健
康

課
（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎︎
62
・

３
０
２
８

医療機関名 電話番号 予防接種名

谷山医院 63-2557

高齢者の肺炎球菌
インフルエンザ

宮竹小児科医院 69-3501

市川内科クリニック 62-0707

たなか耳鼻科・眼
科クリニック 62-8777

てらさきクリニック 63-1200

深水医院 63-6390

本田レディースクリ
ニック

63-2019
ネット予約可

岡部病院 63-3311

尾田胃腸科 63-3438

山田クリニック 63-5188

白梅病院 63-7575

まなべクリニック 84-9080

渕上クリニック 63-6552

総合医療センター 63-2101
高齢者の肺炎球菌（呼吸器科）

インフルエンザ（①、②は呼吸器
科、③は小児科）

佐藤クリニック 69-3007

高齢者の肺炎球菌
インフルエンザ（①、②のみ）

渕上病院 63-6551

水俣協立病院 63-1704

協立クリニック 63-6835

天神耳鼻咽喉科 62-8733 インフルエンザ

対象年齢 生年月日

65 歳 昭和 28 年４月２日〜昭和 29 年４月１日

70 歳 昭和 23 年４月２日〜昭和 24 年４月１日

75 歳 昭和 18 年４月２日〜昭和 19 年４月１日

80 歳 昭和 13 年４月２日〜昭和 14 年４月１日

85 歳 昭和 8 年４月２日〜昭和 9 年４月１日

90 歳 昭和 3 年４月２日〜昭和 4 年４月１日

95 歳 大正 12 年４月２日〜大正 13 年４月１日

100 歳 大正 7 年４月２日〜大正 8 年４月１日

（表１）高齢者の肺炎球菌ワクチン予防接種の対象

（表２）各予防接種の委託医療機関

※順不同です

平
成
30
年
度
水
俣
市
発
注
予

定
工
事
（
下
期
分
）

　

平
成
30
年
度
（
下
期
分
）
に
予

定
し
て
い
る
工
事
を
表
の
と
お
り

公
表
し
ま
す
。

※
10
月
１
日
現
在
で
、
予
定
価
格

２
５
０
万
円
以
上
の
も
の
。

※
広
報
み
な
ま
た
平
成
30
年
４
月

15
日
掲
載
分
以
外
で
新
た
に
発
注

予
定
と
な
っ
た
も
の
。

■
表
の
見
方

第
３
四
半
期
＝
10
月
〜
12
月

第
４
四
半
期
＝
１
月
〜
３
月

■
問
い
合
わ
せ　

財
政
課
☎︎
61
・

１
６
０
５

工　事　名 場　所 期間 種　別 概　　要 発注
方法 発注時期 主管課

1 堤防２号線歩道整備工事 陣内２丁目 150 土木一式工事
歩道拡幅工事（側溝、防護柵、
舗装など）

入札 第３四半期 土木課

2 築地・丸島町線道路補修工事 浜松町 150 土木一式工事 擁壁補修工事（増厚工） 入札 第３四半期 土木課

3 牧ノ内・大迫線道路改良工事 大迫 150 土木一式工事 道路拡幅工事、河川工事 入札 第３四半期 土木課

4 初野川浸水対策工事 初野 150 土木一式工事 護岸工事 入札 第３四半期 土木課

5 丸島団地（５、８号棟）解体工事 丸島町１丁目 90 解体工事 丸島団地５、８号棟解体工事 入札 第３四半期 都市計画課

6 牧ノ内団地４号棟・集会所建設建築主体工事 牧ノ内 270 建築一式工事
牧ノ内団地４号棟・集会所建設
に係る建築主体工事

入札 第４四半期 都市計画課

7 牧ノ内団地４号棟・集会所建設電気設備工事 牧ノ内 270 電気工事
牧ノ内団地４号棟・集会所建設
に係る電気設備工事

入札 第４四半期 都市計画課

8 牧ノ内団地４号棟・集会所建設機械設備工事 牧ノ内 270 管工事
牧ノ内団地４号棟・集会所建設
に係る機械設備工事

入札 第４四半期 都市計画課

9 明水園裏法面復旧工事 浜 180 法面処理工事
もたれ擁壁・落石防護柵・モ
ルタル吹付

入札 第３四半期 農林水産課

10 小田代農免農道流末排水路等改修工事 月浦 120 土木一式工事 排水路整備工 入札 第３四半期 農林水産課

11 水俣市立水俣第一小学校ブロック塀改修工事 陣内 120 建築一式工事 ブロック塀改修 入札 第３四半期 教育総務課

12 水俣市立水俣第二小学校ブロック塀改修工事 栄町 120 建築一式工事 ブロック塀改修 入札 第３四半期 教育総務課

13 水俣市立水俣第二中学校ブロック塀改修工事 塩浜町 120 建築一式工事 ブロック塀改修 入札 第３四半期 教育総務課

14 水俣市立袋中学校ブロック塀改修工事 袋 120 建築一式工事 ブロック塀改修 入札 第３四半期 教育総務課

15 第１水源地滅菌設備更新工事 古城２丁目 120 電気工事 滅菌設備更新　一式 入札 第３四半期 水道局

16 鶴水源地ポンプ設備更新工事 久木野 120 電気工事
ポンプ設備・動力制御盤更新
　一式

入札 第３四半期 水道局

17 月浦坂口配水管布設工事（１工区） 月浦（坂口） 120 水道施設工事 ＨＰＰＥ　φ 75　Ｌ＝ 420 ｍ 入札 第３四半期 水道局

18 八ノ窪・浦上町配水管新設工事 八 ノ 窪・ 浦
上町 120 水道施設工事 ＨＰＰＥ　φ 50　Ｌ＝ 500 ｍ 入札 第３四半期 水道局

19 浜町地内配水管更新工事 浜町３丁目 90 水道施設工事 ＨＰＰＥ φ 50 他 Ｌ＝ 179 ｍ 入札 第３四半期 水道局

20
南九州西回り自動車道建設に伴う坂口地区配水
管移設工事 月浦（坂口 ) 120 水道施設工事 ＨＰＰＥ　φ 75　Ｌ＝ 400 ｍ 入札 第３四半期 水道局

21 古城１丁目配水管布設工事 古城１丁目 100 水道施設工事 ＨＰＰＥ φ 75 他 Ｌ＝ 270 ｍ 入札 第３四半期 水道局

22
第３水源地ポンプ室及び滅菌室外屋上部防水
工事

大 園 町３丁
目外 90 防水工事

ポンプ室・滅菌室屋上防水工
事　一式

入札 第３四半期 水道局

工
事
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市役所から
お知らせです防災行政無線の内容が聞き取れないときは、

☎６２−６２２２で内容確認できます（火災は☎６３−６６６６）

nformationＩ

各
種
手
当
の
手
続
き

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

左
の
表
で
、
受
給
資
格
が
あ
る

人
は
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
手
当
な
ど
を
受
け
て
い
る

人
は
、
毎
年
「
現
況
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
福
祉

課
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
現
況
届
」

の
様
式
に
状
況
を
記
入
し
、
必
要

書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

転
出
・
婚
姻
な
ど
に
よ
り
受
給

資
格
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、

届
け
出
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
支
援
係

　

☎
61
・
１
６
５
０

○
児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
医

　

療
・
児
童
手
当

　

福
祉
課
子
ど
も
子
育
て
支
援
室

　

☎
61
・
１
６
６
０

 手当の種類 手当を受けられる人（随時受付） 所得制限

児童扶養手当
（ひとり親家庭な
どに支給）

※現況届８月

次のいずれかに該当する児童（18歳に達する日
以降の最初の３月 31日までの児童、障がい児の
場合は 20歳未満）を監護している母、監護し、
かつ生計を同じくしている父、父母以外で児童を
養育している人。
　●父母が婚姻を解消した児童
　●父または母が死亡した児童
　●父または母が重度の障がいの状態にある児童
　●父または母の生死が明らかでない児童
　●父または母から引き続き１年以上遺棄され
　　ている児童
　●父または母が申し立てにより、ＤＶでの保　
　　護命令を受けた児童
　●父または母が法令により１年以上拘禁され  
　　ている児童
　●婚姻によらないで生まれた児童
※子どもが施設に入所している場合や、受給資格
者が事実上婚姻状態にある場合などは、相給され
ません。
※４・８・12月支給

受給者および扶養義務
者の前年の所得が一定
額以上の場合は、手当
の一部または全部の支
給が停止されます。

ひとり親家庭
等医療費助成
※現況届８月

水俣市内に住所を有する、
　●ひとり親家庭の父母およびその者に扶養さ
　　れている児童　
　●父母のいない児童
※助成対象者に係る医療費につき、一部負担金　
の３分の２に相当する額を助成します。

受給者および扶養義務
者の前年の所得が一定
額以上の場合は支給さ
れません。
※児童扶養手当に準じ
ます

特別児童扶養
手当

※現況届８月

法令で定める障がいの程度にある 20歳未満の児
童を養育している人。ただし、障がい児が福祉施
設に入所していたり、「障害年金」を受けること
ができる場合は、支給されません。
　●１級　月額 51,700 円／人
　●２級　月額 34,430 円／人
※４・８・11月支給

受給者および扶養義務
者の前年の所得が一定
額以上の場合は、支給
されません。

児童手当
※現況届６月

国内に住所を有する中学校修了までの児童を養
育している人。
　●０歳〜３歳未満　　月額 15,000 円／人
　●３歳〜小学校修了前
　　　第１子・第２子　月額 10,000 円／人
　　　第３子以降　　　月額 15,000 円／人
　●中学生　　　　　　月額 10,000 円／人
※２・６・10月支給
※18 歳到達後の最初の３月 31日までの児童を対
　象として第１子、第２子、第３子と数えます。

受給者の前年の所得が
一定額以上の場合は一
律 月 額 5,000 円 に 減
額されます。

育
児

税
の
納
期
は
お
忘
れ
な
く
！

納
期
限
＆
口
座
振
替
日

　

納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
収
納
対

策
室
☎
61
・
１
６
３
０

ご
存
じ
で
す
か

障
が
い
者
へ
の
手
当
制
度

◆
特
別
障
害
者
手
当（
支
給
条
件
）

　

20
歳
以
上
の
在
宅
で
暮
ら
し
て

い
る
人
で
、
重
度
の
心
身
の
障
が

い
の
た
め
日
常
生
活
に
お
い
て
常

に
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人

（
下
表
１
に
２
つ
該
当
す
る
人
）

◆
障
害
児
福
祉
手
当（
支
給
条
件
）

　

20
歳
未
満
の
在
宅
で
暮
ら
し
て

い
る
人
で
、
心
身
の
障
が
い
の
た

め
日
常
生
活
に
お
い
て
常
に
介
護

を
必
要
と
す
る
人
（
下
表
２
に
１

つ
該
当
す
る
人
）

※
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
人
、
病
院
な
ど
に
３
カ
月

を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
人
に
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
支
給
額　

４
月
分
か
ら
支
給
額

が
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
特
別
障
害
者
手
当

　

２
６
９
４
０
円
（
月
額
）

▼
障
害
児
福
祉
手
当

　

１
４
６
５
０
円
（
月
額
）

■
提
出
書
類　

①
認
定
請
求
書

②
認
定
診
断
書

③
戸
籍
謄
本
・
住
民
票
謄
本

④
申
請
者
本
人
・
扶
養
義
務
者
の

　

前
年
分
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類

⑤
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人

　

番
号
通
知
カ
ー
ド

※
障
が
い
の
種
類
や
状
態
と
い
っ

た
対
象
者
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、

他
に
書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
☎
61
・

１
６
５
０

①
両
眼
の
視
力
の
合
計
が
０
・

　

04
以
下
で
あ
る
も
の

②
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
１
０
０

　

デ
シ
ベ
ル
以
上
で
あ
る
も
の

③
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
が

　

い
を
有
す
る
も
の
、
ま
た
は
両

　

上
肢
の
全
て
の
指
を
欠
い
て
い

　

る
も
の
、
も
し
く
は
両
上
肢
の

　

全
て
の
指
の
機
能
に
著
し
い
障

　

が
い
を
有
す
る
も
の

④
両
下
肢
の
機
能
に
著
し
い
障

　

が
い
を
有
す
る
も
の
、
ま
た

　

は
両
下
肢
を
足
関
節
以
上
で

　

欠
い
て
い
る
も
の

⑤
体
幹
の
機
能
（
姿
勢
保
持
能

　

力
）
に
座
っ
て
い
る
こ
と
が
で

　

き
な
い
程
度
、
ま
た
は
立
ち
上

　

が
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の

　

障
が
い
を
有
す
る
も
の

⑥ 

①
～
⑤
に
掲
げ
る
も
の
の
他
、

　

身
体
の
機
能
の
障
が
い
ま
た
は

　

長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要

　

と
す
る
病
状
が
①
～
⑤
と
同

　

程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
状

　

態
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
の
動

　

作
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
程
度

　

で
あ
る
も
の

⑦
精
神
障
が
い
で
あ
っ
て
、
①
～

　

⑥
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら

　

れ
る
も
の

①
両
眼
の
視
力
の
合
計
が
０
・

　

02
以
下
で
あ
る
も
の

②
両
耳
の
聴
力
が
補
聴
器
を
用

　

い
て
も
音
声
を
識
別
す
る
こ
と

　

が
で
き
な
い
程
度
で
あ
る
も
の

③
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
が

　

い
を
有
す
る
も
の

④
両
上
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
い

　

て
い
る
も
の

⑤
両
下
肢
の
機
能
が
な
く
な
っ
て

　

い
る
も
の

⑥
両
大
腿
の
２
分
の
１
以
上
を
失

　

っ
て
い
る
も
の

⑦
体
幹
の
機
能
（
姿
勢
保
持
能

　

力
）
に
座
っ
て
い
る
こ
と
が
で

　

き
な
い
程
度
の
障
が
い
を
有
し

　

て
い
る
も
の

⑧ 

①
～
⑦
に
掲
げ
る
も
の
の
他
、

　

身
体
の
機
能
の
障
が
い
ま
た
は

　

長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要

　

と
す
る
病
状
が
①
～
⑦
と
同

　

程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
状

　

態
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
の
動

　

作
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
程
度

　

で
あ
る
も
の

⑨
精
神
の
障
が
い
で
あ
っ
て
、
①

　

～
⑧
と
同
程
度
以
上
と
認
め

　

ら
れ
る
程
度
で
あ
る
も
の

⑩
身
体
の
機
能
の
障
が
い
も
し
く

　

は
病
状
ま
た
は
精
神
の
障
が
い

　

が
重
複
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、

　

そ
の
状
態
が
①
～
⑨
と
同
程

　

度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度

　

で
あ
る
も
の

表
１

特
別
障
害
者
手
当（
２
つ
該
当
）

表
２

障
害
児
福
祉
手
当（
１
つ
該
当
）

【
支
給
対
象
と
な
る
障
が
い
の
状
態
】

税　目 期別 納期限 口座
振替日

市県民税 ３
期

10
月
31
日
㈬

10
月
29
日
㈪

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介護保険料

４
期

福
祉

税
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認
知
症
見
守
り
・
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
模
擬
訓
練

　

９
回
目
と
な
る
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。「
こ
の
人
は
、
も
し
か
し
て

…
」
と
思
っ
た
ら
、
勇
気
を
持
っ

て
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
！

■
日
時　

10
月
19
日
㈮　

13
時
〜

■
実
施
地
区　

４
区
（
丸
島
町
、

梅
戸
町
周
辺
）

※
当
日
は
、
訓
練
の
開
始
と
終
了

時
に
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

★
認
知
症
見
守
り
・
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
模
擬
訓
練
と
は

　

認
知
症
の
人
が
行
方
不
明
に
な

っ
た
と
い
う
想
定
で
、
地
域
の
人

が
認
知
症
の
人
の
気
持
ち
に
配
慮

し
た
声
か
け
や
見
守
り
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
訓
練
で
す
。

　
「
認
知
症
見
守
り
・
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
活
用
し
て
「
通

報 

→ 

連
絡 

→ 

捜
索 

→ 

発
見
・
保

護
」
の
情
報
伝
達
の
流
れ
を
訓
練

し
ま
す
。

★
「
認
知
症
見
守
り
・
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
は

　

認
知
症
の
人
な
ど
が
行
方
不
明

に
な
っ
た
場
合
に
、
警
察
、
消
防
、

市
、
市
内
事
業
所
な
ど
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
力
機
関
の
連
絡
網
を
通

じ
て
、
早
期
発
見
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

　

行
方
不
明
に
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
人
の
名
前
や
特
徴
、
写
真
な
ど

の
情
報
を
市
に
事
前
に
登
録
し
、

捜
索
に
役
立
て
ま
す
。
家
族
や
知

り
合
い
で
気
が
か
り
な
人
が
い
た

ら
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
市
で
は
「
認
知
症

見
守
り
・
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
健
康

課
☎
63
・
３
０
５
１

nformationＩ
市立図書館の休館日は、毎週月曜日と毎月第４木曜日です
（祝日と重なる場合は、祝日の翌日が休館日）市立図書館☎ 63-8401 市役所から

お知らせです

狂
犬
病
予
防
注
射

あ
な
た
の
地
区
で
行
い
ま
す

■
日
時
・
場
所　

左
表
参
照

※
平
成
30
年
度
の
市
内
を
巡
回
す

る
予
防
注
射
は
、
今
回
が
最
後
と

な
り
ま
す
。

■
対
象　

生
後
91
日
以
上
の
全
て

の
飼
い
犬

※
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
接
種

　

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、

未
接
種
の
場
合
に
は
、
罰
則
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
未
接
種
犬
に
よ

る
か
み
つ
き
な
ど
の
事
故
が
発
生

し
た
場
合
、
飼
い
主
の
責
任
が
問

わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
料
金　

▼
既
登
録
／
１
頭
３
１
０
０
円

▼
未
登
録
／
１
頭
６
１
０
０
円

　
（
登
録
料
３
千
円
含
む
）

※
飼
い
主
が
生
活
保
護
対
象
世
帯

の
場
合
は
１
頭
２
６
０
０
円
。
受

け
付
け
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
注
射
時
に
は
、
必
ず
犬
を
コ
ン

　

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
人
が
会
場
に

　

連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

○
予
防
注
射
は
動
物
病
院
（
市
外

　

を
含
む
）
で
も
接
種
で
き
ま
す
。

◯
会
場
に
犬
を
連
れ
て
来
る
と
き

　

は
、
首
輪
が
抜
け
な
い
よ
う
に

　

十
分
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
犬
の
ふ
ん
は
、
飼
い
主
が
処
理

　

し
て
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

◯
飼
っ
て
い
る
犬
が
死
ん
だ
と
き

　

や
譲
渡
し
た
と
き
は
、
環
境
課

　

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
☎
61
・

１
６
１
３

平
成
30
年
北
海
道
胆い
ぶ
り振
東
部
地

震
災
害
義
援
金

　

９
月
６
日
に
発
生
し
た
、
北
海

道
胆
振
地
方
を
震
源
と
す
る
最

大
震
度
７
の
地
震
に
よ
り
、
各
地

で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
被
災
し
た

人
を
支
援
す
る
た
め
、
義
援
金
を

受
け
付
け
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
付
口
座　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・

郵
便
局
（
郵
便
振
替
）
口
座

■
口
座
記
号
番
号　

０
０
１
３
０
・

１
・
６
７
３
５
９
１

■
口
座
加
入
者
名　

日
赤
平
成
30

年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害

義
援
金

■
受
付
期
間　

〜
平
成
31
年
３
月

31
日
㈰

※
窓
口
で
の
取
り
扱
い
は
、
送
料

無
料
。

※
受
領
書
を
希
望
す
る
場
合
は
、

通
信
欄
に
「
受
領
書
希
望
」
と
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
福
祉
課
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

日
本
赤
十
字
社

熊
本
県
支
部
☎︎
０
９
６
・
３
８
４
・

２
１
２
０
／
FAX 

０
９
６
・
３
８
３
・

９
４
８
６

期日 場所 時間

10月
３日㈬

水俣市役所前（旧庁舎） 9：00 〜 9：20

高齢者福祉センター（白浜） 9：30 〜 9：40

市立図書館裏駐車場   9：50 〜 10：10

江南橋格納庫横（南福寺） 10：20 〜 10：30

21 区公民館（百間町） 10：40 〜 10：50

20 区公民館（山手町） 11：00 〜 11：10

４区公民館（丸島町） 11：20 〜 11：30

４日㈭

諏訪神社 9：00 〜 9：10

深川駅跡地休憩所 9：20 〜 9：30

市渡瀬集会所みらい館 9：40 〜 9：50

愛林館 10：05 〜 10：15

越小場・格納庫前 10：30 〜 10：40

旧石飛分校前 11：00 〜 11：10

５日㈮

田平加藤神社前 9：00 〜 9：10

湯の鶴公園 9：30 〜 9：40

茂川公民館 10：00 〜 10：10

野川公民館 10：25 〜 10：35

おれんじ館駐車場 11：00 〜 11：10

袋・消防格納庫前 11：25 〜 11：35

「肺がん」は最も死亡者が多いがん
　本市の病気での死亡のうち、がんは一番多い死亡原因です。がん
の中でも肺がんは、最も多い状況です。しかし、本市の肺がん検診
受診率は 11. ２％（平成 29 年度）と国の目標である受診率 50％に
比べ低い状況です。

「肺がん」の原因は？
　最大の原因はタバコです。吸わない人でも周囲に流れるタバコの
煙を吸うことで肺がんになるリスクが高まります。肺がんの家族歴
がある人は、ない人に比べて肺がんになるリスクが２倍です。

「肺がん」の症状は？
　咳や痰、血痰、息切れなどがありますが、初期の肺がんは自覚症
状がほとんどありません。特に肺の奥にできるがんほど症状が出に
くく、気づきにくいのが特徴です。

♥検診を受診しましょう
　肺がん検診では 5 分程度で終了する胸部レ
ントゲン検査を行います。40 歳を過ぎたら、
年に１回は肺がん検診を受けましょう。
　10 月は、がん検診受診率 50％達成に向け
た集中キャンペーン月間です。市では、10 月
18 日㈭から始まる複合健診で、肺がん検診な
どの各種がん検診（肺・胃・大腸・乳・子宮）
を実施します。まだ申し込みをしていない人は、
いきいき健康課まで連絡してください。

５分で家族に安心を
肺がん検診を受診しましょう

■問い合わせ
　いきいき健康課（保健センター）☎︎ 62-3028

ハロウィンジャンボ５億円
（１等３億円・前後賞各１億円合わせて）

ハロウィンジャンボミニ５千万円
（１等３千万円・前後賞各1 千万円合わせて）

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまち
づくりに使われます。

10月 日㈪１ ２種類同時発売！
発売期間 10月１日㈪〜 10 月 23 日㈫ 
公益財団法人 熊本県市町村振興協会クーちゃん

各１枚３００円

「肺がん」の予防法
　禁煙の他に、節度ある飲酒、偏食をせずさまざまな
栄養素をバランスよくとる、減塩、適度な運動を行い
適正体重を維持することが大切です。

衛
生

福
祉

被
災
地
支
援
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水
俣
市
健
康
ま
つ
り
・
認
知

症
地
域
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
啓
発
コ

ー
ナ
ー
や
健
康
相
談
、
歯
科
検
診

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ぜ
ひ
家
族
そ
ろ
っ
て
来
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
今
年
は
、
水
俣
市
認
知

症
地
域
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
同
時

開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
み
な
ま
た
10

月
15
日
号
と
併
せ
て
配
布
す
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
４
日
㈰　

９
時
30

分
〜
15
時

■
場
所　

も
や
い
館

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
健
康

課
☎︎
63
・
３
２
０
２

★
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
へ

　

健
康
ま
つ
り
で
歯
科
検
診（
無

料
）を
受
診
し
た
人
へ
粗
品
を
進

呈
し
ま
す
。

※
先
着
60
人

■
場
所　

も
や
い
館
１
階

■
対
象
者　

本
市
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
で
年
齢
が
40
歳
か
ら
74

歳
の
人

■
持
参
品　

国
民
健
康
保
険
証

※
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
☎︎
61
・

１
６
３
３

み
な
く
る
バ
ス
の
停
留
所
を

一
部
休
止
し
ま
す

　

茂
道
漁
港
の
工
事
お
よ
び
市
道

の
工
事
に
伴
い
、
み
な
く
る
バ
ス

が
茂
道
漁
港
で
転
回
で
き
な
く
な

る
た
め
、
次
の
路
線
の
２
つ
の
停

留
所
を
休
止
し
ま
す
。
み
な
く
る

バ
ス
を
利
用
す
る
と
き
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
路
線　

み
な
く
る
バ
ス
茂

道
〜
湯
の
鶴
線
（
お
れ
ん
じ
バ
ス
）

■
休
止
す
る
バ
ス
停
留
所　

茂
道

漁
港
、
茂
道

■
バ
ス
転
回
場
所　

グ
リ
ー
ン
ス

ポ
ー
ツ
み
な
ま
た
駐
車
場

※
駐
車
場
を
利
用
す
る
と
き
は
、

バ
ス
の
通
路
を
ふ
さ
が
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
変
更
期
間　

10
月
15
日
〜
平
成

31
年
７
月
31
日
（
予
定
）

※
工
事
が
終
わ
り
次
第
、
通
常
の

運
行
に
戻
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
☎︎
61
・

１
６
０
７

水
俣
市
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

停
留
所
を
移
設
し
ま
す

　

10
月
１
日
㈪
か
ら
水
俣
市
乗
合

タ
ク
シ
ー「
牧
ノ
内
市
営
住
宅
前
」

停
留
所
を
牧
ノ
内
市
営
住
宅
３
号

棟
沿
い
の
市
道
に
移
設
し
ま
す
。

■
路
線
名　

水
俣
市
乗
合
タ
ク
シ

ー「
大
迫
・
牧
ノ
内
線
」

■
移
設
場
所　

左
図
の
と
お
り

※
旧
停
留
所
を
黒
の
星
マ
ー
ク
、

新
停
留
所
を
オ
レ
ン
ジ
の
星
マ
ー

ク
で
示
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
☎︎
61
・

１
６
０
７

絵
本
を
贈
呈
し
ま
す「
よ
む

よ
む
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
」

　

市
で
は
、４
カ
月
児
を
対
象
に

絵
本
の
贈
呈
や
読
み
聞
か
せ
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
家
庭
で
の
読
書
活
動

の
継
続
と
充
実
を
図
る
た
め「
よ

む
よ
む
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
」

と
し
て
、対
象
と
な
る
子
ど
も
に

絵
本
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
対
象
者　

水
俣
市
内
に
在
住
し
、

平
成
30
年
度
に
満
６
歳
に
達
す
る

幼
児（
平
成
24
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

■
内
容　

対
象
者
が
希
望
す
る
絵

本
を
１
冊
贈
呈（
上
限
１
５
０
０

円
・
税
込
み
）

■
贈
呈
方
法

○
市
内
の
保
育
園
や
幼
稚
園
、認

定
こ
ど
も
園
に
通
っ
て
い
る
幼
児

　

通
っ
て
い
る
保
育
園
や
幼
稚
園
、

　

認
定
こ
ど
も
園
で
贈
呈
し
ま
す

○
市
内
の
保
育
園
や
幼
稚
園
、認

定
こ
ど
も
園
に
通
っ
て
い
な
い
幼
児

　

市
立
図
書
館
に
問
い
合
わ
せ
て

　

く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館
☎︎

63
・
８
４
０
１（
月
曜
休
館
、９
時

〜
19
時
）

市役所から
お知らせです

交
通

読
書

●
市役所
仮庁舎

●

●
もやい館

牧ノ内
市営住宅

★★
水
俣
川

旧
停
留
所

健
康

➡
移設

が
ん
に
つ
い
て
の
お
話
　

♥「
子
宮
が
ん
」と
は
？

　
子
宮
の
奥
に
で
き
る「
子
宮
体
が

ん
」と
子
宮
の
入
り
口
に
で
き
る「
子

宮
頸
が
ん
」が
あ
り
ま
す
。子
宮
体
が

ん
は
閉
経
前
後
の
50
歳
代
、子
宮
頸

が
ん
は
20
〜
40
歳
代
の
人
に
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
子
宮
が
ん
は
初
期
で
は
自
覚
症
状

が
な
く
、進
行
す
る
と
出
血
や
下
腹

部
の
痛
み
な
ど
が
あ
り
ま
す
。子
宮

頸
が
ん
の
発
症
に
は
性
交
渉
に
よ
っ

て
感
染
す
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）が
関
連
し
て
い
ま
す
。

♥「
乳
が
ん
」と
は
？

　
乳
が
ん
は
乳
房
に
あ
る
乳
腺
に
で

き
る
悪
性
腫
瘍
で
す
。乳
が
ん
は
女

性
に
一
番
多
い
が
ん
で
、40
〜
50
歳

代
の
人
に
最
も
多
く
発
生
し
て
い
ま

♥30

   

♥
問
い
合
わ
せ
　
い
き
い
き
健
康
課

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）☎
62
・
３
０
２
８

ー こころとカラダのお話 ー
がん予防のために生活習慣を見直しま
しょう。
今月も【ここ♥カラ】をお届けします。

ＣＩＲのグレッグが、
出身国・オーストラ
リアの魅力や文化を、
さまざまな視点で紹
介します。

す
。自
覚
症
状
と
し
て
は
、が
ん
が
5

㎜
以
上
の
大
き
さ
に
な
る
と
し
こ
り

と
し
て
触
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

他
に
も
乳
頭
か
ら
の
異
常
分
泌
、乳

輪
の
腫
れ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

♥
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　
子
宮
頸
が
ん
お
よ
び
乳
が
ん
検
診

で
は
、自
覚
症
状
の
な
い
段
階
で
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。子
宮
頸

が
ん
や
乳
が
ん
は
検
診
な
ど
で
早
期

発
見
し
、適
切
な
治
療
を
受
け
た
場

合
、ほ
ぼ
治
る
が
ん
で
す
。自
分
や
家

族
の
た
め
に
も
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

♥
生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

　
子
宮
頸
が
ん
や
乳
が
ん
の
予
防
に

効
果
が
あ
る
の
は
、次
の
よ
う
な
生

活
習
慣
に
関
わ
る
も
の
で
す
。

○
適
度
な
運
動
を
行
う

○
食
べ
過
ぎ
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
と
り

　
過
ぎ
を
避
け
、肥
満
に
な
ら
な
い

　
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

○
禁
煙
を
す
る

　　
Ｇ
ｏ
！ 

豪
！ 

グ
レ
ッ
グ
！ 

ｖ
ｏ
ｌ
.

１２
で
は
、
ネ
ッ
ド
・
ケ
リ
ー
と
ブ
ッ
シ
ュ

レ
ン
ジ
ャ
ー
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
伝
説

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
話
し
ま
し

た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
コ
メ
デ
ィ
ア

ン
の
ポ
ー
ル
・
ホ
ー
ガ
ン
さ
ん
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
昔
か
ら
ヒ
ー
ロ
ー
が
不

足
し
て
い
る
と
言
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ガ
ン

さ
ん
は
こ
の
「
ヒ
ー
ロ
ー
不
足
」
の
対
策

と
し
て
、
架
空
の
ヒ
ー
ロ
ー
が
登
場
す
る

「
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
・
ダ
ン
デ
ィ
ー
」
と
い
う

コ
メ
デ
ィ
ー
映
画
を
制
作
し
、
自
ら
が
ミ

ッ
ク
・
ダ
ン
デ
ィ
ー
と
い
う
主
人
公
を
演

じ
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
人
の
新
聞
記
者
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
内
陸
部
の
ア
ウ
ト
バ
ッ
ク
に
行

く
と
、
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
・
ダ
ン
デ
ィ
ー
と

呼
ば
れ
る
男
に
出
会
い
ま
す
。
主
人
公
の

ミ
ッ
ク
・
ダ
ン
デ
ィ
ー
は
、
み
ん
な
か
ら

ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
・
ダ
ン
デ
ィ
ー
と
呼
ば
れ

て
い
て
、
厳
し
い
環
境
の
ア
ウ
ト
バ
ッ
ク

豪！豪！Ｇｏ！Ｇｏ！
ゴーゴー

Vol.14
グレッググレッグ

で
暮
ら
す
、
呑
気
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
男

で
す
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
ク
ロ
コ
ダ
イ

ル
・
ダ
ン
デ
ィ
ー
に
対
し
て
ち
ょ
っ
と
複

雑
な
気
持
ち
で
い
ま
す
。「
ク
ロ
コ
ダ
イ

ル
ダ
ン
デ
ィ
ー
の
よ
う
に
な
り
た
い
け
ど
、

郊
外
で
生
ま
れ
育
っ
た
か
ら
な
れ
な
い
」

と
い
う
人
も
い
れ
ば
、「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
は
そ
う
い
う
感
じ
じ
ゃ
な
い
。
固
定

観
念
を
助
長
し
な
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う

人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
こ
ん
な
ヒ

ー
ロ
ー
が
い
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
世
界
中
に
映
画
が
好
き
じ
ゃ

な
い
人
は
少
な
い
で
し
ょ
う
し
、
映
画
に

つ
い
て
話
す
こ
と
で
文
化
や
言
語
の
壁
を

越
え
る
こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。「
ク
ロ

コ
ダ
イ
ル
・
ダ
ン
デ
ィ
ー
」
を
見
て
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
観
光

で
行
っ
た
り
、
本
当
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
文
化
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と
思

う
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
１
９
８
６
年
に
公
開
し
た
映
画
な
の
に
、

今
で
も
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
・
ダ
ン
デ
ィ
ー
と

関
連
す
る
ネ
タ
が
ア
メ
リ
カ
で
人
気
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
去
年
世
界
中
の
約
1

億
の
人
が
見
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
ス
ー
パ

ー
ボ
ウ
ル
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
観
光
の

Ｃ
Ｍ
が
あ
り
ま
し
た
。Ｃ
Ｍ
の
テ
ー
マ
は

も
ち
ろ
ん
、
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
・
ダ
ン
デ
ィ

ー
！ 

ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
・
ダ
ン
デ
ィ
ー
は
、

こ
れ
か
ら
も
去
る
こ
と
の
な
い
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
よ
う
で
す
。
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「
体
育
の
日
」に
汗
を
流
そ
う
♪

市
体
育
施
設
無
料
開
放

　

10
月
８
日
「
体
育
の
日
」
に
、

市
の
体
育
施
設
を
無
料
開
放
し

ま
す
。

★
市
立
総
合
体
育
館
本
館

○
ア
リ
ー
ナ　

８
時
30
分
～
21
時

　

30
分

○
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
・
温
水

　

プ
ー
ル　

10
時
～
21
時

★
市
立
武
道
館

　

12
時
～
21
時
30
分

★
市
立
総
合
体
育
館
南
部
館
（
サ

ン
ビ
レ
ッ
ジ
み
な
ま
た
）

○
ア
リ
ー
ナ
・
多
目
的
ホ
ー
ル

　

12
時
～
21
時
30
分

★
深
川
体
育
館
、
石
坂
川
体
育
館
、

旧
三
中
体
育
館

　

８
時
30
分
～
21
時
30
分

※
事
前
予
約
不
要
で
す
。
利
用
時

間
は
原
則
２
時
間
ま
で
。
そ
の
他

の
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
各

施
設
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
☎
63
・
９
３
１
１

久
木
野
住
吉
神
社
秋
祭
り

赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
参
加
者
募
集

■
期
日　

10
月
21
日
㈰

■
時
間　

式
典
９
時
〜
、
催
し
10

時
〜

■
場
所　

久
木
野
住
吉
神
社

■
参
加
料　

１
万
円
（
奉
納
料
な

ど
）

※
化
粧
ま
わ
し
を
無
料
で
貸
し
出

し
ま
す
。

■
催
し
の
内
容　

子
ど
も
・
一
般

相
撲
、
地
域
伝
統
芸
能
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

大
川
☎︎
69
・
０

５
２
８

学
び
の
姿
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
？

水
俣
高
校「
公
開
授
業
週
間
」

　

水
高
生
の
学
び
の
姿
を
ぜ
ひ
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。11
月
９
日
㈮

に
は
、定
時
制
の
文
化
祭
を
開
催

し
ま
す
。

■
期
間　

11
月
５
日
㈪
〜
９
日
㈮

○
全
日
制

　

㈪
・
㈬
・
㈮　

８
時
55
分
〜
15
時

　

35
分

　

㈫
・
㈭　

８
時
55
分
〜
16
時
35
分

○
定
時
制

　

㈪
〜
㈮　

17
時
40
分
〜
19
時

　

15
分

■
場
所　

水
俣
高
校

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
高
校
☎︎

63
・
１
２
８
５

コ
ス
モ
ス
と
展
望
台
か
ら
の

眺
め
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

中
尾
山
コ
ス
モ
ス
祭
り
を
開
催

し
ま
す
。地
元
バ
ン
ド
の
演
奏
、ダ

ン
ス
、演
芸
、さ
だ
ま
さ
か
ラ
イ
ブ
、

出
店
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。く
ま
モ
ン
も
来
る

よ
♪

■
日
時　

10
月
８
日
㈪
・
㈷　

10

時
～
15
時（
雨
天
中
止
）

■
場
所　

中
尾
山
コ
ス
モ
ス
園　

※
入
口
で
協
賛
金
１
０
０
円
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

※
頂
上
付
近
駐
車
場
は
祭
り
開
催

中
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、小
さ

い
子
ど
も
連
れ
の
人
や
、高
齢
者
、

体
の
不
自
由
な
人
が
同
乗
し
て
い

る
場
合
は
、乗
り
降
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

★
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　

詳
し
く
は
、募
集
要
項
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

○
金
賞　

１
万
円

○
銀
賞　

５
千
円

○
銅
賞　

３
千
円　

他

■
募
集
要
項
配
布
場
所　

エ
ム
ズ

シ
テ
ィ
写
真
ラ
ン
ド
、市
都
市
計

画
課

※
当
日
会
場
で
も
配
布
し
ま
す
。

★
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
開
催

　

南
福
寺
竜
王
神
社
前
で
10
時

30
分
ま
で
に
抽
選
券
を
受
け
取
り
、

頂
上
ま
で
歩
い
て
上
っ
て
く
だ
さ

い
。各
種
景
品
が
当
た
る
抽
選
会

に
参
加
で
き
ま
す
。参
加
賞
も
あ

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
尾
山
コ
ス
モ
ス

会
・
小
形
☎︎
０
９
０
・
２
５
８
５
・
０

１
８
３
／
写
真
コ
ン
テ
ン
ス
ト
・

渕
上
☎︎
０
９
０
・
７
４
６
８
・
４
８

６
９

秋
の
一
日
を
楽
し
も
う
！

山
王
神
社 

秋
の
大
祭

　

参
拝
者
に
は
紅
白
の
ま
ん
じ
ゅ

う
を
進
呈
し
ま
す
（
先
着
１
５
０

人
）。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
終
了
後
に

は
、
景
品
が
当
た
る
抽
選
も
あ
り

ま
す
よ
！

■
日
時　

10
月
21
日
㈰　

11
時
〜

15
時
（
雨
天
中
止
）

■
場
所　

山
王
神
社

■
内
容　

藤
間
秀
三
和
社
中
、
カ

ラ
オ
ケ　

ほ
か

■
問
い
合
わ
せ　

草
木
迫
☎
63
・

４
７
３
５

第
65
回
「
が
ん
サ
ロ
ン
（
未

来
へ
）
定
例
会
」

　
「
が
ん
サ
ロ
ン
（
未
来
へ
）
定

◎税務課
　市民税係☎ 61 ｰ 1610
　収納対策室☎ 61 ｰ 1630
　固定資産税係☎ 61 ｰ 1620
◎市民課　
　戸籍住民係☎ 61 ｰ 1611
　年金医療保険係☎ 61 ｰ 1633
　市民生活係☎ 61 ｰ 1656
◎福祉課
　生活支援室（総務）☎ 61 ｰ 1640
　　　　　　  （生活支援）☎ 61 ｰ 1670
　子ども子育て支援室☎ 61 ｰ 1660
　障がい福祉支援係☎ 61 ｰ 1650
◎環境課
　環境政策室☎ 61 ｰ 1612
　環境衛生係☎ 61 ｰ 1613
　水俣病・もやい推進係☎ 61 ｰ 1647
　環境クリーンセンター☎ 62 ｰ 4101
◎いきいき健康課
　健康推進係☎ 62 ｰ 3028
　高齢介護支援室☎ 63 ｰ 3051
◎都市計画課建築住宅係☎ 61 ｰ 1621
◎土木課道路公園管理室☎ 61 ｰ 1625
◎下水道課☎ 61 ｰ 1627
◎水道局☎ 63 ｰ 2604
◎教育総務課☎ 61 ｰ 1637
※その他の窓口は☎ 63 ｰ 1111 へ
　お尋ねください。

暮
ら
し
の

　  
情
報

催  し

例
会
」
を
開
き
ま
す
。
が
ん
患
者

と
患
者
家
族
が
対
象
で
す
。
支

援
を
し
た
い
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

交
流
会
で
は
、
お
茶
と
お
菓
子
を

用
意
し
ま
す
。
気
軽
に
来
て
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

10
月
19
日
㈮　

14
時
〜

（
２
時
間
程
度
）

■
場
所　

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
西
館
６
階

■
内
容　

交
流
会（
意
見
交
換
会
）

■
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
地
域
医
療
支
援
室
☎

63
・
８
８
３
３

「
権
現
さ
ん
の
お
ま
つ
り
」

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

　
「
権
現
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
い
る
恒
例
の
20
区
権
現
宮

の
祭
典
を
、
今
年
も
盛
大
に
行
い

ま
す
。
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
、
さ
ま

ざ
ま
な
演
芸
な
ど
で
盛
り
上
が
り

ま
す
。
参
拝
者
に
は
、
お
は
ら
い

を
受
け
た
榊
（
さ
か
き
）
と
紅
白

も
ち
を
進
呈
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ

ひ
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
14
日
㈰　

10
時
〜

■
場
所　

20
区
権
現
宮
境
内

■
前
夜
祭　

10
月
13
日
㈯　

19

時
〜

■
問
い
合
わ
せ　

権
現
宮
祭
典
実

行
委
員
会
・
松
本
☎
62
・
２
３
７
４

■虹の図鑑／武田康男
■身につく料理／星澤幸子
■信長の原理／垣根涼介
■母のあしおと／神田茜
■あきぞらさんぽ／えがしらみちこ

水俣市立図書館  ☎６３ー８４０１

■ 図書館内 10 月特設コーナー ■
「目・眼・瞳」

パソコンやスマホなどで目を酷使していませんか？
人間にとって目は、情報を仕入れるのに重要な器官。
10 月 10 日の「目の愛護デー」に合わせて、目や目
の健康についての本を紹介します。

●　　　　　　　　　　　 ●　●　●　●　●　●　●近人気の本！最

  開館：火曜日〜日曜日 ９時〜 19 時 （土日祝日は17時まで）

私の母が娘に買ってきてくれ
た絵本の中で一番のお気に入
りの本。
いろいろな動物がいないいな
いばあをするお話で、「ばあ」
の時に動物の手が動いている
ように見せる工夫がされてある。めくるのが楽しくて、

「ばあ」のところを何度も自分でめくりにくる。
最後のページは動物の目のところに穴が開いていて
お面のようにして絵本で遊ぶこともできる。
小さい子どもを持つお父さんお母さんにオススメの
絵本。子どもと一緒に遊びながら、その時間を楽し
める一冊。

オススメ本
『いないいないばああそび』

著・木村裕一／偕成社

渡辺 千夏さん・深月ちゃん

子育ての心がけ 「子どもに伝わる愛情表現をする」

オススメオススメinこどもセンター

みな図書　日本一の読書のまちづくり

▲昨年の赤ちゃん土俵入り

【
有
料
広
告
】

広報みなまた2018.10.1広報みなまた2018.10.1 2425



国
水
研
40
周
年
記
念
事
業

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８

　

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
（
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
）
の
創
立
40
周
年

記
念
行
事
と
「
世
界
の
水
銀
問
題

と
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
の
国
際
貢
献
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
学
術
集
会
を
開
催
し

ま
す
。

★
国
水
研
40
周
年
記
念
行
事

■
日
時　

11
月
１
日
㈭　

10
時
〜

12
時

■
場
所　

水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー

■
内
容

○
健
康
講
話
「
地
域
ぐ
る
み
で
取

り
組
む
認
知
症
予
防
」

　

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

　

予
防
老
年
学
研
究
部
長
・
島
田

　

裕
之
さ
ん

○
水
俣
高
校
研
究
発
表
「
水
俣
湾

を
中
心
と
し
た
八
代
海
に
お
け
る

栄
養
塩
類
の
変
動
」

★
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０

１
８

■
日
時

○
11
月
１
日
㈭　

13
時
15
分
〜
17

　

時
15
分

○
11
月
２
日
㈮　

９
時
30
分
〜
12

　

時
■
場
所　

水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー

講
堂

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

国
立
水

俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
☎︎
63
・

３
１
１
１

諸
国
屋
本
舗

ゆ
る
つ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
食
べ
物
販
売
、
ラ
イ
ブ

な
ど
た
く
さ
ん
の
催
し
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

■
日
時　

10
月
13
日
㈯

○
出
店　

11
時
〜
15
時

○
ラ
イ
ブ　

15
時
〜
17
時

※
雨
天
中
止

■
場
所　

諸
国
屋
本
舗
周
辺

■
問
い
合
わ
せ　

諸
国
屋
本
舗
☎︎

68
・
０
０
０
１

第
２
回
い
き
い
き
教
室

「
水
俣
と
明
治
維
新
」

　

今
年
は
、
明
治
改
元
か
ら
１
５

０
年
。
近
代
国
家
へ
の
ス
タ
ー
ト

と
な
っ
た
「
明
治
維
新
」
は
政
治

社
会
を
は
じ
め
、
大
き
な
変
革
を

迎
え
ま
し
た
。
激
動
の
時
期
、
本

市
で
は
ど
の
よ
う
な
で
き
ご
と
が

あ
り
、
身
近
な
生
活
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
っ
た
の
か
、
明
治
維

新
と
水
俣
の
関
わ
り
を
ひ
も
と
き

な
が
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

■
日
時　

10
月
19
日
㈮　

19
時
〜

20
時
30
分

■
場
所　

市
公
民
館
本
館
２
階
第

１
研
修
室

■
講
師　

熊
本
県
文
化
財
保
護
指

導
委
員
・
松
田
時
義
さ
ん

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

先
着
30
人
程
度

■
申
し
込
み
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
な
ど
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
公

民
館
☎︎
63
・
８
４
０
２
／
FAX 

84
・

９
１
１
９

夜
空
の
下
を
語
ら
い
歩
く

ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク
参
加
者
募
集

■
日
時　

10
月
27
日
㈯　

18
時
～

23
時
頃

■
行
程　

も
や
い
館
→
湯
の
児
海

岸
→
津
奈
木
経
由
→
も
や
い
館
ま

で
の
約
16
㎞

■
対
象　

小
学
３
年
生
以
上
で
長

時
間
の
歩
行
に
耐
え
ら
れ
る
人

■
参
加
料　

５
０
０
円
（
保
険
料

含
む
）

■
申
し
み
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
明
記
し

て
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
（
未

成
年
者
は
保
護
者
の
同
意
と
印
鑑

が
必
要
）

■
申
込
締
切
日　

10
月
20
日
㈯
必

着■
申
し
込
み　

〒
８
６
７
ー
０
０

１
１
、
陣
内
２
丁
目
15
番
10
号
、

柿
本
方
・
FAX 

63
・
６
９
０
４
（
市

野
外
活
動
協
会
事
務
局
）

■
問
い
合
わ
せ　

市
野
外
活
動
協

会
・
田
畑
☎
０
９
０
・
８
３
９
７
・

３
２
１
５

平
成
30
年
度
熊
本
矯
正
展

■
日
時

○
11
月
10
日
㈯　

９
時
〜
16
時

○
11
月
11
日
㈰　

９
時
〜
15
時

■
場
所　

熊
本
刑
務
所
構
内
（
熊

本
市
）

■
参
加
料　

無
料

■
内
容　

刑
務
所
内
見
学
、
矯
正

広
報
パ
ネ
ル
の
展
示
、
性
格
検
査
、

全
国
の
刑
務
所
作
業
製
品
の
販
売
、

バ
ザ
ー
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
刑
務
所
☎︎

０
９
６
・
３
６
４
・
３
１
６
５

第
６
回
地
域
交
流

「
ビ
ハ
ー
ラ
ま
ど
か
」
秋
祭
り

■
日
時　

10
月
20
日
㈯　

11
時
〜

13
時
（
雨
天
決
行
）

■
場
所　

ビ
ハ
ー
ラ
ま
ど
か

■
内
容　

○
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　

舞
鶴
太
鼓
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
、

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
吹
奏
楽
演
奏 

な
ど

○
露
店
コ
ー
ナ
ー

　

豚
汁
、お
こ
わ
、カ
レ
ー
、唐
揚
げ
、

　

た
こ
焼
き
、
ぜ
ん
ざ
い 

な
ど

○
お
楽
し
み
抽
選
会

■
問
い
合
わ
せ　

ビ
ハ
ー
ラ
ま
ど

か
事
務
課
☎︎
67
・
１
１
９
０

す
。
現
在
市
内
の
４
地
区
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

通
い
の
場
と
し
て
の
周
知
な
ど
、

実
施
地
区
の
代
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
内
容
を
紹
介
す
る
報

告
会
を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み

は
不
要
で
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
日
常
生
活
の
中
で
当
た
り
前

に
継
続
で
き
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

10
月
12
日
㈮　

14
時
～

15
時
30
分
（
終
了
予
定
）

■
場
所　

旧
市
役
所
庁
舎
裏
秋
葉

３
階
Ａ
Ｂ
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ　

市
い
き
い
き
健

康
課
☎︎
63
・
３
０
５
１

水
中
運
動
教
室「
ミ
ッ
ト
ア

ク
ア
」

　

水
の
抵
抗
・
浮
力
を
有
効
利
用

し
て
行
う
、全
身
の
体
力
レ
ベ
ル

の
向
上
・
肥
満
解
消
を
目
的
に
し

た
水
中
運
動
で
す
。音
楽
に
合
わ

せ
て
楽
し
く
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し

ま
し
ょ
う
！

■
日
時　

10
月
16
日
㈫　

13
時
～

14
時

■
場
所　

総
合
体
育
館　

温
水
プ

ー
ル

■
定
員　

20
人

■
参
加
料　

１
回　

５
０
０
円

※
定
期
券
、回
数
券
を
持
っ
て
い

る
人
は
、２
０
０
円
で
参
加
で
き

ま
す
。

■
持
参
品　

水
着
、キ
ャ
ッ
プ
、タ

オ
ル

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
総
合
体
育

館
☎︎
63
・
３
３
３
９

第
14
回
ふ
れ
あ
い
祭
り
２
０

１
８

■
日
時　

10
月
13
日
㈯　

17
時
〜

■
場
所　

袋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

（
袋
天
満
宮
広
場
）

※
雨
天
時
は
袋
小
中
学
校
体
育
館

■
内
容　

ひ
ょ
げ
踊
り
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
水
俣
さ
く
ら
保
育
園
園
児

に
よ
る
出
し
物

■
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

鶴
長
☎︎
０
９
０
・

５
９
２
３
・
２
３
４
４

「
健
康
は
腸
か
ら
！
」

お
な
か
の
元
気
講
座

　

い
い
便
を
出
す
た
め
の
健
康
習

慣
を
分
か
り
や
す
く
教
え
ま
す
。

健
康
の
た
め
に
、正
し
い
食
習
慣
・

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん

か
？

■
日
時　

10
月
10
日
㈬　

13
時
30

分
～

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

15
人
程
度

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
84
・
９
９
０
９

テレビでおなじみの八代英輝さん
芦北町文化講演会

　事前申し込みは不要で、入場は無料です。ま
た、芦北町文化祭を 11 月３㈯～４日㈰に同会
場で開催しています。
■日時　11 月３日㈯・㈷　13 時 30 分〜 
■場所　町民総合センターしろやまスカイドーム
※肥薩おれんじ鉄道の利用をおすすめします。
■講師　八代英輝さん（元裁判官・国際弁護士） 
■演題　「知って得する法律入門 」
■問い合わせ　芦北町社会教育センター
　☎ 0966・82・2213

芦北町 広域イベント情報
【芦北町】

水
俣
演
奏
家
協
会

第
26
回
定
期
演
奏
会

　

秋
の
休
日
、
音
楽
会
に
足
を
運

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

家
族
み
ん
な

で
楽
し
め
る
演
奏
会
で
す
。

■
日
時　

10
月
28
日
㈰　

13
時
30

分
〜
（
13
時
開
場
）

■
場
所　

市
文
化
会
館

■
内
容

○
第
１
部　
『
ペ
ー
ル
ギ
ュ
ン
ト
第

　

１
・
第
２
組
曲
』（
話
有
り
）

○
第
２
部　
『
こ
の
道
』、『
か
ら

　

た
ち
の
花
』、 

オ
ペ
ラ
椿
姫
よ
り

　
『
花
か
ら
花
へ
』
他

■
入
場
料　

千
円
（
当
日
券
は
、

１
５
０
０
円
）

■
チ
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所　

も
や

い
館
、水
光
社
本
店
、ブ
ッ
ク
シ
テ

ィ
一
心
堂

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
演
奏

家
協
会
事
務
局
・
倉
本
☎︎
62
・

３
６
８
０

も
や
い
・
ふ
れ
あ
い
菜
園
事

業
報
告
会

　
「
も
や
い
・
ふ
れ
あ
い
菜
園
」

と
は
、
食
や
農
業
を
通
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
住
民
が
一
緒
に
な

っ
て
行
い
な
が
ら
、
介
護
予
防
や

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
事
業
で

63-4551

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】
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肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

定
期
利
用
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
で
は
、
通

勤
・
通
学
定
期
券
を
新
た
に
購
入

し
て
通
勤
・
通
学
す
る
人
を
対
象

に
定
期
利
用
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
肥

薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
を
利
用
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者　

次
の
全
て
を
満
た
す
人

○
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
通
勤
ま

　

た
は
通
学
定
期
券
を
新
規
に
購

　

入
し
、鉄
道
を
利
用
し
て
通
勤
・

　

通
学
す
る
人
（
さ
か
の
ぼ
っ
て

　

３
カ
月
以
内
に
有
効
な
定
期
券

　

を
持
っ
て
い
た
人
は
除
外
）

○
県
内
在
住
ま
た
は
県
内
の
企
業
、

　

学
校
な
ど
に
通
う
人

■
対
象
定
期
券　

１
カ
月
ま
た
は

３
カ
月
の
通
勤
・
通
学
定
期
券

■
助
成
額　

定
期
券
代
の
半
額（
１

０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）
ま
た
は
、

３
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額

■
定
員　

10
人
程
度

■
募
集
期
間　

〜
平
成
31
年
２
月

１
日
㈮

※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
募
集
を

終
了
し
ま
す
。

■
応
募
方
法　

お
れ
ん
じ
鉄
道
の

駅
窓
口
で
、
定
期
券
購
入
時
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

肥
薩
お
れ
ん

じ
鉄
道
㈱
営
業
部
☎︎
０
９
９
６
・

63
・
６
８
６
０

市
民
文
化
祭
に
書
道
作
品

を
出
品
し
ま
せ
ん
か
？

　

市
民
文
化
祭
書
道
展
の
作
品
を

一
般
募
集
し
ま
す
。

■
出
品
料　

１
人
１
点
２
千
円

■
申
し
込
み
方
法　

作
品
形
式
、

住
所
、
氏
名
を
10
月
26
日
㈮
ま
で

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
書

道
会
・
宮
崎
☎︎
62
・
３
３
３
０

広
報
み
な
ま
た
11
月
１
日
号

原
稿
締
切
日
は
10
月
13
日
㈮

　　

お
知
ら
せ
記
事
掲
載
依
頼
は
、

市
役
所
仮
庁
舎
２
階
総
務
課
広

報
の
受
付
簿
に
記
入
し
、
原
稿
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

遠
方
な
ど
で
、
受
け
付
け
が
困

難
な
人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
日
を
過
ぎ
る
と
掲
載
の
約

束
が
で
き
ま
せ
ん
。
原
稿
テ
キ
ス

ト
デ
ー
タ
が
あ
る
場
合
は
メ
ー
ル

で
送
る
か
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

内
容
や
紙
面
の
都
合
で
、
掲
載

で
き
な
い
場
合
や
、
記
事
を
割
愛

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
総
務
課
情

報
政
策
室
（
広
報
担
当
）
☎
61
・

１
６
５
５
／

ＦＡＸ
　

62
・
０
６
１
１
／

メ
ー
ル kouhoum

inam
ata1@

gm
ail.com

／kouhoum
inam

ata2@
gm

ail.com

国
の
退
職
金
制
度
を
活
用

し
ま
せ
ん
か
？

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退

共
）
制
度
は
、
中
小
企
業
の
事
業

主
が
、
従
業
員
の
退
職
金
を
計
画

的
に
準
備
で
き
る
国
の
退
職
金
制

度
で
す
。

★
制
度
の
し
く
み

　

事
業
主
が
中
退
共
本
部
と
退
職

金
共
済
契
約
を
結
び
、
毎
月
の
掛

金
は
事
業
主
が
指
定
し
た
預
金
口

座
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。
従
業
員

が
退
職
し
た
と
き
は
、
そ
の
従
業

員
の
請
求
に
基
づ
き
、
中
退
共
本

部
か
ら
退
職
者
へ
直
接
退
職
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

★
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
（
一

　

部
対
象
外
あ
り
）

○
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、
手
数

　

料
不
要

○
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族
従
業

　

員
も
加
入
可
能

○
外
部
積
立
で
管
理
が
簡
単

○
従
業
員
ご
と
の
納
付
状
況
や
退

　

職
金
試
算
額
を
お
知
ら
せ

○
他
の
退
職
金
・
企
業
年
金
制
度

　

な
ど
と
の
資
産
移
換
も
可
能

■
問
い
合
わ
せ　

中
小
企
業
退
職

金
共
済
事
業
本
部
☎︎
03
・
６
９
０

７
・
１
２
３
４

平
成
31
年
４
月
か
ら

「
働
き
方
」が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
働
き

方
改
革
関
連
法
が
順
次
施
行
さ
れ

ま
す
。詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

○
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
導

　

入
さ
れ
ま
す

○
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

　

が
必
要
で
す

○
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇

　

用
労
働
者
の
間
の
不
合
理
な
待

　

遇
差
が
禁
止
さ
れ
ま
す

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
労
働
局
☎︎

０
９
６
・
３
５
２
・
３
８
６
５

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ア
ロ
マ
の
基
礎

講
座
&
保
湿
ク
リ
ー
ム
作
り

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ア
ロ
マ
の
基
礎

的
な
講
座
と
傷
や
ぜ
ん
そ
く
、
中

耳
炎
に
も
対
応
で
き
る
保
湿
ク
リ

ー
ム
を
作
り
ま
す
。
子
ど
も
と
一

緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時　

10
月
20
日
㈯　

10
時
〜

11
時
30
分

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
和
室
Ａ

■
参
加
料　

千
円
（
材
料
代
）

■
講
師　

本
田
あ
ゆ
み
さ
ん

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

添
田
☎︎

０
９
０
・
５
９
３
０
・
６
７
０
０

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣

10
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

★
「
は
ら
っ
ぱ
運
動
教
室
」

　

ヘ
キ
サ
ス
ロ
ン
（
ス
ポ
ー
ツ
テ

ス
ト
）
に
挑
戦
！ 

運
動
が
苦
手
な

子
ど
も
で
も
楽
し
く
遊
び
感
覚
で

「
走
る
」・「
跳
ぶ
」・「
投
げ
る
」

の
基
本
動
作
を
自
然
と
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
運
動
遊
び
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
13
日
㈯　

10
時
〜

11
時
30
分

※
雨
天
時
は
10
月
14
日
㈰
に
延
期

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
陸
上

競
技
場

■
対
象
者　

小
学
生

■
定
員　

先
着
20
人

■
参
加
料　

１
人
５
０
０
円

■
服
装　

運
動
の
で
き
る
服
・
運

動
靴

■
持
参
品　

飲
み
物
・
タ
オ
ル

■
申
込
締
切
日　

10
月
12
日
㈮

★「
恋
路
島
探
検
」

■
日
時　

10
月
28
日
㈰　

10
時
～

13
時
（
９
時
30
分
受
付
開
始
）

■
集
合
場
所　

実
生
の
森
駐
車
場

■
定
員　

14
人

※
定
員
に
な
り
次
第
募
集
を
終
了

し
ま
す
。

■
申
込
締
切
日
時　

10
月
27
日
㈯

17
時

■
服
装　

長
袖
、長
ズ
ボ
ン
、帽
子
、

運
動
靴

■
持
参
品　

弁
当
、
飲
み
物
、
タ

オ
ル
、
軍
手

■
参
加
料　

５
０
０
円
（
保
険
料

込
み
）

■
参
加
要
件　

整
備
さ
れ
て
い
な

い
場
所
を
移
動
す
る
た
め
、
ご
自

身
で
歩
け
る
自
信
の
あ
る
方

■
講
師　

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｌ
自
然
体
験
活

動
総
括
指
導
者
・
杉
本
崇
さ
ん

★
共
通
事
項

■
申
し
込
み
方
法　

エ
コ
パ
ー

ク
水
俣
管
理
事
務
所
に
直
接
申

し
込
む
か
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
当
日
受
け
付
け
不
可
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

エ
コ
パ

ー
ク
水
俣
管
理
事
務
所
☎
62
・
７

５
０
１
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
）
／
メ
ー
ル

info@
m

inam
ata-kouen.com

11
月
１
日
は
計
量
記
念
日

平
成
30
年
度
計
量
教
室

　

11
月
１
日
の
計
量
記
念
日
に

ち
な
ん
で
、11
月
は
計
量
強
化
月

間
で
す
。全
国
で
計
量
に
つ
い
て

の
啓
発
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま
す
。

熊
本
県
で
は「
計
量
教
室
」を
開
催

し
ま
す
。

　

計
量
に
関
す
る
講
話
や
、参
加

者
が
近
く
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
売

っ
て
い
る
食
品
を
実
際
に
買
っ
て
、

表
示
が
計
量
法
の
規
格
に
あ
っ
て

い
る
の
か
調
査
し
た
り
、参
加
者

が
持
参
し
た
は
か
り
の
無
料
検
査

な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
商
品
購
入
の
費
用（
３
千
円
）は
、

支
給
し
ま
す
。購
入
し
た
商
品
は
、

持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

■
日
時　

11
月
６
日
㈫　

13
時
〜

16
時

■
場
所　

市
役
所
仮
庁
舎
２
階
第

２
会
議
室
Ｂ

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
人

■
定
員　

先
着
20
人

■
申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た
は

窓
口
で
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

市
経
済
観
光
課

☎︎
61
・
１
６
２
８

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム「
Ｖ
・

Ｂ
・
Ｃ
水
俣
」メ
ン
バ
ー
募
集

　

18
歳
以
上
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

興
味
が
あ
る
人
、
一
緒
に
活
動
し

ま
せ
ん
か
。

■
練
習
日
時　

毎
週
火
曜
日　

19

時
30
分
〜
21
時
30
分

■
場
所　

旧
深
川
小
学
校
体
育
館

■
参
加
料　

１
回
１
０
０
円
（
入

部
１
カ
月
間
は
参
加
が
無
料
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
口
☎︎
０
９
０

・
９
４
９
０
・
９
３
０
２

恋路島

募  集

伝言板

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】
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フォトリポート

　

市
は
９
月
19
日
、
敬
老
の
日
に

ち
な
ん
で
、
市
内
の
最
高
齢
者
３

人
の
長
寿
を
祝
い
、
褒
状
と
記
念

品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

女
性
の
最
高
齢
者
・
緒
方
チ
エ

さ
ん（
長
崎
）
は
、
明
治
41
年
生
ま

れ
の
１
０
９
歳
。
市
の
最
高
齢
者

で
、
県
内
で
も
２
番
目
の
ご
長
寿

で
す
。

　

男
性
で
は
、
大
正
２
年
生
ま
れ

の
洲す
の
う
え上
登
さ
ん（
浜
町
）
と
上
村

國
蔵
さ
ん（
宝
川
内
）
の
２
人
が

１
０
４
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
髙
岡
市
長
が
３
人

の
自
宅
や
入
所
先
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
訪
問
し
て
、「
こ
れ
か
ら
も
お
元

気
で
長
生
き
を
」と
声
を
か
け
、
褒

状
と
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

１_フィナーレはもち
投げ。誰もが童心に
帰って夢中に♪　２_
長洲町から贈られた金
魚は子どもたちに大人
気！　３_ スズムシ　
4_ 出店も大忙し５_ 地
域の芸達者さんの晴
れ舞台！？

１_緒方チエさん（109歳）
２_洲上登さん（104歳）
３_上村國蔵さん（104歳）

これからも、ますますお元気で！
市内最高齢者を市長がお祝い

　

８
月
25
日
に
、
湯
の
鶴
温
泉
多

目
的
広
場
で
、湯
の
鶴
温
泉
夏
祭
り

「
鈴
虫
祭
」
が
開
か
れ
、
多
く
の
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
愛
好
家
が
育
て
た

ス
ズ
ム
シ
を
入
れ
た
虫
か
ご
が
用

意
さ
れ
、
参
加
者
が
涼
や
か
な

鳴
き
声
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
出
店
が
並
ぶ
中
、
長

洲
町
か
ら
贈
ら
れ
た
金
魚
が
お
披

露
目
さ
れ
た
金
魚
す
く
い
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
歓
声
を

あ
げ
て
楽
し
ん
み
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地
元
住
民
な

ど
に
よ
る
踊
り
や
太
鼓
な
ど
が
披

露
さ
れ
た
他
、
ラ
ム
ネ
の
早
飲
み

競
争
や
自
転
車
な
ど
の
豪
華
商
品

が
当
た
る
抽
選
会
な
ど
も
あ
り
、

祭
り
は
最
後
ま
で
に
ぎ
や
か
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

晩夏の夜に、涼しい音色
湯の鶴温泉夏祭り「鈴虫祭」

リ〜ン
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２

３

５

３
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４

株式会社 福田農場
所在地　水俣市陳内２５２５
創　業　昭和 62 年 12 月
従業員数　55 人（パート・アルバイト含む）
事業内容　観光農園・レストラン・パン工房・物
　　　　　販店の運営、果汁飲料、果実酒、クラ
　　　　　フトビールなどの製造販売
ホームページ　http://www.fukuda-farm.co.jp

◆
自
社
の
あ
ゆ
み

　

当
社
の
始
ま
り
は
約
60
年
前
、

祖
父
母
が
立
ち
上
げ
た
県
内
最
初

の
観
光
農
園
で
す
。
現
在
は
観
光

事
業
と
、
地
域
の
資
源
を
生
か
し

た
果
実
飲
料
な
ど
の
製
造
販
売
事

業
の
二
つ
を
軸
に
運
営
し
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
大
手
ビ
ー
ル
メ

ー
カ
ー
と
共
同
で
、
九
州
産
の
果

実
を
生
か
し
た
業
務
用
シ
ロ
ッ
プ

を
開
発
し
、
全
国
の
飲
食
店
の
他
、

海
外
で
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
県
な
ど
と
協
力
し
て
、

イ
チ
ゴ
や
ス
イ
カ
な
ど
、
熊
本
県

の
主
要
な
果
実
の
搾
汁
に
も
取
り

組
む
予
定
で
す
。

◆
社
名
変
更
に
込
め
た
想
い

　

今
年
１
月
か
ら
、
社
名
を「
株

式
会
社
福
田
農
場
」
と
改
め
ま
し

た
。
ス
ペ
イ
ン
村
や
ワ
イ
ナ
リ
ー

と
い
っ
た
名
称
に
よ
る
先
入
観
を

取
り
除
き
、
ブ
ラ
ン
ド
を
一
つ
に

統
一
す
る
こ
と
で
発
信
力
を
高
め
、

地
域
の
食
と
観
光
の
魅
力
を
広
く

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
で
す
。

◆
地
域
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も

　

全
国
的
に
、
生
産
者
の
高
齢
化

と
担
い
手
不
足
が
課
題
で
す
。
生

産
者
を
応
援
す
る
た
め
、
先
進
的

な
取
り
組
み
を
学
ぶ
勉
強
会
を
開

く
な
ど
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
４

年
前
か
ら
新
卒
採
用
を
始
め
、
若

い
力
が
職
場
に
活
気
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
で
き
る
だ
け

採
用
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

水
俣
・
芦
北
を
は
じ
め
不
知

火
海
を
取
り
巻
く
こ
の
地
域
を
舞

台
に
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
商
品
開
発
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
みなまた

事業所ファイル事業所ファイル
元元

第３巻

風光明媚な高台に位置
する同社では、みかん
狩りなどが体験できる
他、高い技術で生産さ
れる加工品は全国でも
人気が高い。

編 

集 

後 

記

▼
先
日
パ
ト
カ
ー
と
白
バ
イ
に

乗
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
決

し
て
捕
ま
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
水
俣
警
察
署
が
市
内

の
園
児
に
行
っ
た
、
交
通
安
全

教
室
を
取
材
し
た
時
の
こ
と
で

す
。
普
段
写
真
を
撮
る
ば
か
り

で
、
撮
ら
れ
る
側
は
慣
れ
て
い

な
い　
で
す
が
、滅
多
に
な
い
貴

重
な
機
会
。
園
児
に
混
じ
り
、

白
バ
イ
と
写
真
を
撮
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
小
学
生
の
頃
、
憧

れ
て
い
た
警
察
官
。
少
年
時
代

の
記
憶
を
思
い
出
し
て
、
懐
か

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。藤

▼「
国
際
交
流
カ
フ
ェ
」（
８
ペ

ー
ジ
）
を
取
材
し
ま
し
た
。
言

葉
や
文
化
が
異
な
る
人
々
と
一

所
懸
命
に
交
流
し
よ
う
と
頑
張

る
高
校
生
た
ち
は
、
と
て
も
頼

も
し
く
見
え
ま
し
た
。
▼
英
会

話
は
得
意
で
な
い　

も
、
負
け

じ
と
レ
ン
ズ
を
向
け
て
呼
び
か

け
ま
す
。「
ビ
ッ
グ
ス
マ
イ
ル
、

カ
モ
ン
プ
リ
ー
ズ
！
」
某
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
芸
人
さ
ん
よ
ろ
し
く
、

少
な
い
語ご

い彙
を
フ
ル
活
用
し
て

み
ま
し
た
が
、
果
た
し
て
通
じ

た
の
や
ら
？ 

笑
っ
て
く
れ
た
か

ら
、
結
果
オ
ー
ラ
イ
で
す
ね
。福

　㈱福田農場は、平成29年12月に地域
の経済成長を力強く牽引する「地域未来
牽引企業」として経済産業省の認定を受
けました。その先頭に立って、地域と共
に歩む思いを、代表取締役・福田豊樹さ
んに聞きました。

代
表
取
締
役

福
田
豊
樹
さ
ん

福

藤

広報みなまた2018.10.1広報みなまた2018.10.1 3031



※
防
災
行
政
無
線
の
内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
と
き
は
☎
62
・
６
２
２
２
へ
。
17
時
15
分
以
降
と
土
日
祝
日
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通
報
は
☎
63
・
１
１
１
１
へ
。

広
報
み
な
ま
た
　
2018年（

平
成
30年

）
 10月

１
日
号

♥
 編
集
・
発
行
　
水
俣
市
総
務
課
　
〒
867ー

8555　
熊
本
県
水
俣
市
陣
内
１
‒１
‒53　

☎
0966 ‒61 ‒1655　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.m

inam
ata.lg.jp/

★
印
刷
　
旭
印
刷
㈱

みなまた観光物産館まつぼっくり

登川 誠士 さん（牧ノ内）

　
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
を
は
じ
め
、四
季
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
る
エ
コ
パ
ー
ク

水
俣
。１
年
を
通
し
て
、市
内
外
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
ま
す
。エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
の
入
り
口

に
あ
る
の
が
、「
み
な
ま
た
観
光
物
産
館
ま
つ
ぼ

っ
く
り
」で
す
。ま
つ
ぼ
っ
く
り
は
、23
年
前
に
設

立
。水
俣
市
内
外
で
生
産
し
た
農
産
品
や
水
産

加
工
品
、お
菓
子
な
ど
の「
食
」を
中
心
に
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
水
俣
出
身
の
登
川
さ
ん
は
、高
校
を
卒
業
後
、

宮
崎
県
の
大
学
へ
。も
と
も
と
水
俣
で
就
職
し
た

い
と
考
え
て
い
た
登
川
さ
ん
は
、大
学
を
卒
業
す

る
と
水
俣
へ
戻
り
ま
し
た
。ま
つ
ぼ
っ
く
り
に
入

っ
た
の
は
３
年
前
。知
人
の
紹
介
が
き
っ
か
け
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

　
店
内
に
置
く
農
産
品
な
ど
は
、職
員
自
ら
が

農
家
へ
出
向
き
、ま
つ
ぼ
っ
く
り
で
の
販
売
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。行
っ
た
先
の
人
と
つ
な
が
り
を

持
て
た
り
、農
家
の
人
と
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
す

る
こ
と
が
好
き
と
い
う
登
川
さ
ん
。何
気
な
い
話

の
中
で
も
、改
め
て
水
俣
が
素
晴
ら
し
い
所
だ
と

感
じ
れ
る
そ
う
。

　
現
在
ま
つ
ぼ
っ
く
り
に
は
、多
く
の
農
産
品
を

そ
ろ
え
て
い
ま
す
が
、登
川
さ
ん
に
聞
く
と
、ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
地
元
の
商
品
を
販
売
し
た
い

と
の
こ
と
。「
ま
ず
は
水
俣
の
人
に
も
、ま
つ
ぼ
っ

く
り
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
、水
俣
の
物
を

食
べ
て
も
ら
い
た
い
」と
話
す
登
川
さ
ん
。新
鮮

市
な
ど
、市
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的

に
出
店
し
、水
俣
の
農
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　「
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
に
し
た

い
」と
目
標
を
話
す
登
川
さ
ん
。海
の
幸
・
山
の
幸

に
恵
ま
れ
て
い
る
水
俣
。ま
つ
ぼ
っ
く
り
に
行
け

ば
、今
ま
で
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
水
俣
の「
魅

力
」が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Vol.21

「
が
ま
だ
す
水
俣
人
辞
典
」
は
、
水
俣
で
頑
張
る
人
を
紹
介
し
て
市
民
み
ん
な
で
応
援
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

誰でも気軽に立ち寄れる場所にしたい

　四方を海や山の豊かな自然に囲まれた水俣
には、たくさんの海の幸・山の幸に恵まれてい
ます。エコパーク水俣の入り口、道の駅みなま
たの中にある「みなまた観光物産館まつぼっく
り」には、そんな水俣の海の幸・山の幸が豊富
にそろえられています。まつぼっくりで水俣市内
外の人へ水俣の「食」を発信しているのが、登
川誠士さんです。

まつぼっくりでは今の時期、かんきつ類が売り出し中。皆さんぜひ来てください ♪

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす

【ひとくちメモ】 10月10日は目の愛護デー。
ホウレンソウに含まれる栄養素には目の機
能を改善する効果があります。のりやちり
めんで磯の香りを加えました。

★作り方
①Ａは水洗い。ちりめんは油を使
　わず軽く炒る。
②Ａとちくわをさっと茹で、冷水
　で冷ます。水気を絞って冷蔵庫
　で冷やす。
③混ぜ合わせたＢを②に和え、き
　ざみのりとちりめんを合わせて
　できあがり。

おう
ちで

簡単
給食レシピ

今月の献立
「磯香和え」

Ａ

Ｂ

★材料（５人分）
ホウレンソウ（５cm幅）
キャベツ（太めの千切り）
モヤシ
ちりめん
ちくわ（半月切り）
きざみのり
砂糖
濃口しょうゆ

120g
  80g
  80g
    4g
  40g
    1g
小さじ２杯
小さじ１杯
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